
「バラやイカ」
バラは香りと棘がありまして
イカはつるつるとしてまして
ばらばらしてたり
つるつる泳いだり
そうしたものがここに並んでいるんで

編集・発行 neji&co.
MAIL nejiandco.kyoto@gmail.com
WEB nejiandco.com
2024 年 1 月 10 日発行

neji&co.

バラやイカ 06

Out

neji&co.（ねじあんどこー）
ダンサー・振付家、捩子ぴじんが主宰するカンパニー。
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neji&
co. 

で
は
カ
ン
パ
ニ
ー
マ
ガ
ジ
ン
「
バ
ラ
や
イ
カ
」
を
不
定
期
で
発
行
し
ま
す
。

第
６
号
は
２
０
２
３
年
11
月
に
、TH

EATRE E9 K
YO

TO

で
上
演
さ
れ
た
『O

ut

』

の
上
演
台
本
を
掲
載
し
ま
す
。
２
０
２
０
年
に
結
成
さ
れ
たneji&

co.

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
時
間
感
覚
の
変
容
を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ
ま
で
『Sign

』『Cue

』『O
ut

』
の
≲
コ
ロ

ナ
三
部
作
≳
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
。『O

ut

』
は
三
部
作
の
最
終
部
と
し
て
制
作
さ
れ
、

主
宰
の
捩
子
ぴ
じ
ん
がTH

EATRE E9 KYO
TO

の
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し

て
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
三
年
間
の
最
後
の
公
演
で
し
た
。『O

ut

』
は
今
後
大
き
く
改
変
を

施
し
、
２
０
２
４
年
２
月
、
東
京
で
再
演
さ
れ
ま
す
。
バ
ラ
や
イ
カ
第
６
号
に
は
京
都
公
演

で
の
み
使
用
さ
れ
た
上
演
台
本
を
掲
載
し
ま
す
。
こ
ち
ら
も
併
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。





小
道
具

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
／
ス
タ
ン
ド
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
カ
メ
ラ
で
鏡
写
し
に
な
っ
た
映
像
が
後
方
に
写
る
）

撮
影
用
照
明
ラ
イ
ト
／
ス
タ
ン
ド

石
／
マ
イ
ク
／
ス
タ
ン
ド

ス
ク
リ
ー
ン
（
コ
ン
パ
ネ
／
ベ
ニ
ヤ
、
タ
ー
ポ
リ
ン
）

O
ut

標
識
×
３

iphone

（
映
像
用
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
（
舞
台
上
で
つ
く
る
、
食
べ
る
）

ス
モ
ー
ク
マ
シ
ン

時
計
（
三
倍
速
）

キ
ッ
チ
ン
タ
イ
マ
ー

炊
飯
器
（
舞
台
上
で
米
を
炊
く
）

米養
生
シ
ー
ト
（
タ
ー
ポ
リ
ン
、
ス
ク
リ
ー
ン
も
兼
ね
る
）

白
布

電
気
ケ
ト
ル
（
お
湯
を
沸
か
す
）

体
温
計

検
査
薬

卵ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
中
身
を
飲
む
）

割
り
箸

耳
栓

譜
面
台

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
／
ホ
ー
ン

振
動
ス
ピ
ー
カ
ー
（
客
席
）

覚
書

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
焦
ら
ず
、
充
分
に
間
を
と
っ
て
進
行
す
る

沈
黙
を
テ
キ
ス
ト
と
テ
キ
ス
ト
の
橋
渡
し
に
し
な
い

降
っ
て
湧
い
た
よ
う
に
動
く
、
話
す

モ
ノ
ロ
ー
グ
は
、
自
分
の
出
番
に
な
っ
た
ら
出
て
き
て
話
す
、
の
で
は
な
い
よ
う
に

neji&
co.

『O
ut

』

振
付
・
演
出
・
構
成　
捩
子
ぴ
じ
ん

出
演　
石
原
菜
々
子
（kondaba

）

　
　
　
田
辺
泰
信

　
　
　
増
田
知
就
（
ブ
ル
ー
エ
ゴ
ナ
ク
）

　
　
　
増
田
美
佳

生
声
／
マ
イ
ク
／
録
音

京
都
公
演



○
シ
ー
ン
１　
外

︱
ス
ク
リ
ー
ン
に
戦
争
の
映
像
（
逆
再
生
）

︱
拍
手
の
輪
が
客
入
れ
前
か
ら
続
い
て
い
る

︱
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
は
ア
ク
テ
ィ
ン
グ
エ
リ
ア
を
出
た
り
入
っ
た
り
す
る

拍
手
、
止
ま
る
（
呼
吸
）
／
輪
に
戻
る
、
白
布
を
か
ぶ
る
、
椅
子
に
座
る
（
逆
回
り
）、
出
る
／
入
る
、

W
ith

コ
ロ
ナ
ス
テ
ッ
プ
（
観
客
の
視
線
を
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
集
中
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
出
入
り
を
使
う
）

音
響-

呼
吸
、
拍
手
、
手
拍
子
、
ハ
ミ
ン
グ
、
低
音
、
お
ー
い
／
は
ー
い

︱
開
演
時
間
に
な
っ
た
ら
ハ
ミ
ン
グ
が
鳴
る

︱
ハ
ミ
ン
グ
に
乗
っ
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
へ

︱
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
が
収
ま
っ
て
い
く

︱
音
が
止
む
と
鼻
歌
だ
け
が
残
っ
て
い
る

○
シ
ー
ン
２　
本
番
≲
増
田
≳

︱
誰
か
に
話
す
の
で
も
な
く
、
独
り
言
で
も
な
く

今
日
が
本
番
で
す
ね
（
あ
、
今
日
も
本
番
で
す
ね
）。

も
う
、
こ
れ
は
、
稽
古
で
は
な
い
で
す
ね
。

我
々
は
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
を
作
っ
て
上
演
し
ま
す
。
便
宜
的
に
、
あ
く
ま
で
便
宜
的
に
言
い
ま
す
け
れ
ど
、
本
番
と
、

本
番
の
た
め
の
練
習
、
稽
古
が
あ
り
、
稽
古
は
本
番
の
た
め
の
稽
古
で
、
稽
古
は
本
番
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
稽
古
は

本
番
の
た
め
に
…
、
や
り
直
し
が
き
く
と
い
う
か
、
途
中
で
止
め
た
り
、
一
部
分
を
何
度
も
繰
り
返
し
た
り
、
で
き
ま
す
。
ト

ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
。
本
番
は
で
き
ま
せ
ん
、
本
番
な
の
で
。
で
も
稽
古
も
、
厳
密
に
言
え
ば
、
と
い
う
か
、
本
当
は
、
稽
古

に
限
ら
ず
、
や
り
直
し
た
り
、
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
は
、
で
き
ま
せ
ん
、
当
た
り
前
で
す
が
、
起
こ
っ
た
こ
と
は
起
こ
っ

た
こ
と
で
、
起
こ
っ
た
こ
と
を
、
な
か
っ
た
こ
と
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
出
来
事
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
稽
古
も
本

番
も
同
じ
で
す
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
が
言
う
と
こ
ろ
の
、
稽
古
も
、
本
番
も
存
在
し
ま
せ
ん
。
で
も
、
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
、

言
い
ま
す
。
本
番
で
す
。
本
番
中
で
す
、今
。
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
す
る
時
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
…
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
、

し
て
る
時
間
、
あ
り
ま
す
？
時
間
、
あ
ん
ま
な
い
ん
ち
ゃ
い
ま
す
？
て
い
う
か
、
今
ま
で
何
し
て
た
ん
？
何
年
も
、
何
十
年
も
、

何
百
年
も
、
失
敗
し
て
、
反
省
し
て
、
や
り
な
お
し
て
、
前
進
し
て
た
か
と
思
え
ば
後
退
し
て
、
三
歩
進
ん
で
四
歩
下
が
っ
て

一
歩
進
む
、
み
た
い
な
、
い
や
進
ん
で
へ
ん
し
！
、
て
い
う
か
、
最
初
か
ら
動
い
て
へ
ん
し
。
…
も
し
か
し
て
、
ち
ょ
っ
と
ず

つ
進
ん
で
る
ん
や
ろ
か
。
昔
よ
り
は
、
少
し
は
よ
く
な
っ
て
る
、
マ
シ
ん
な
っ
て
ん
に
ゃ
ろ
か
。
本
番
に
向
け
た
稽
古
、
ト
ラ

イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
、
あ
、
本
番
や
り
な
が
ら
稽
古
す
る
タ
イ
プ
の
や
つ
か
。
あ
る
ダ
ン
サ
ー
が
、
言
っ
て
い
た
、
踊
り
は
、
本

番
を
や
ら
な
い
と
上
手
く
な
ら
な
い
。
本
番
。

こ
こ
か
ら
声
を
発
す
る
、
こ
こ
で
発
し
た
声
は
あ
そ
こ
に
は
届
か
な
い
、
こ
こ
は
、
あ
そ
こ
か
ら
遠
く
、
遠
く
離
れ
て
い
る
、

こ
こ
は
安
全
で
、
自
由
が
保
証
さ
れ
て
い
る
、
人
々
が
、
声
を
発
す
る
こ
と
で
、
生
命
を
脅
か
さ
れ
る
危
険
は
な
く
、
そ
の
安

全
が
、
特
権
で
あ
る
と
、
自
覚
で
き
る
ほ
ど
に
余
裕
が
あ
り
、
そ
の
責
任
が
、
自
身
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
、
思
い
込
め
る
ほ

ど
に
傲
慢
で
あ
り
、
そ
れ
で
も
、
な
お
、
そ
れ
で
も
、
な
お
、
ナ
イ
ー
ブ
を
承
知
で
、
今
か
ら
、
言
葉
を
、
言
う
（
※
）

︱
戦
争
反
対
か
らW

ar is over

~
ま
で
、
各
々
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
繰
り
返
す

戦
争
反
対
…
違
う
、
だ
め
、
ノ
ー

N
o W

ar

…
な
ん
か
違
う
、
だ
め
、
ノ
ー

ピ
ー
ス
、
全
然
違
う
、
だ
め
、
ノ
ー
、
や
め
ろ

W
ar is over, if you w

anted

（
違
う
メ
ロ
デ
ィ
、“
こ
ん
な
歌
や
っ
け
？
”
と
か
な
ん
と
か
、
何
度
か
繰
り
返
す
）

全
然
だ
め
、
全
然
…

停
戦
、
し
ろ
…
（
繰
り
返
し
）

戦
争
を
、
や
め
ろ
…
（
繰
り
返
し
）

虐
殺
を
や
め
ろ
（
繰
り
返
し
）

イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
虐
殺
を
や
め
ろ
（
繰
り
返
し
）

イ
ス
ラ
エ
ル
は
パ
レ
ス
チ
ナ
人
虐
殺
を
や
め
ろ
（
繰
り
返
し
）

※
（
度
々
挿
入
さ
れ
る
、
テ
キ
ス
ト
順
不
同
）

殺
す
な
（
繰
り
返
し
）

︱
声
が
マ
イ
ク
か
ら
録
音
に
な
る

︱
体
は
動
き
続
け
て
い
る

※
（
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
の
せ
て
、
鼻
歌
）

︱
歌
の
残
響
が
響
き
わ
た
る

≲
田
辺
≳

︱
テ
キ
ス
ト
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
ラ
ン
ダ
ム
に
使
用
で
き
る

︱
誰
か
に
話
す
の
で
も
な
く
、
独
り
言
で
も
な
く

ハ
エ
飛
ん
で
ん
ね
、
気
に
な
る
？
気
に
な
ら
へ
ん
？
そ
こ
開
け
た
方
が
え
え
ん
ち
ゃ
う
？

あ
、
で
も
入
っ
て
く
る
か
、
逆
に
、
ほ
な
、
開
け
ん
と
こ
か

︱
扉
を
開
け
よ
う
と
し
て
向
か
う
が
途
中
で
戻
る

匂
う
？
匂
わ
へ
ん
？
や
っ
ぱ
そ
こ
開
け
と
こ
か

で
も
、
開
け
た
と
こ
ろ
で
、
な
…

ま
あ
、
え
え
か

︱
扉
を
開
け
よ
う
と
し
て
向
か
う
が
途
中
で
戻
る

や
っ
ぱ
、
外
出
し
と
い
た
方
が
え
え
ん
や
ろ
か

で
も
、
そ
こ
開
け
ん
な
ら
ん
し
、
な
…

︱
体
を
運
ん
で
外
に
出
そ
う
と
す
る
、
扉
を
開
け
よ
う
と
す
る
が
、
や
め
て
戻
る

あ
、
あ
、
あ
、
あ
、
あ
…
（
ハ
エ
を
目
で
追
い
な
が
ら
）

︱
声
が
生
声
↓
マ
イ
ク
↓
録
音
に
な
る

︱
ハ
エ
を
目
で
追
い
つ
つ
、
人
間
の
体
を
抜
け
出
し
ハ
エ
に
な
る

︱
扉
か
ら
外
に
出
て
ま
た
戻
っ
て
く
る

︱
声
が
録
音
↓
マ
イ
ク
↓
生
声
に
な
る

︱
ハ
エ
を
潰
す

︱
ハ
エ
を
潰
し
た
手
の
音
の
残
響
が
マ
イ
ク
で
拾
わ
れ
て
響
き
わ
た
る

○
シ
ー
ン
３　
１
０
０
年
経
っ
た
ら
≲
石
原
≳

︱
誰
か
に
話
す
の
で
も
な
く
、
独
り
言
で
も
な
く

こ
の
劇
場
、TH

EATRE E9 KYO
TO

は
“
京
都
に
１
０
０
年
続
く
小
劇
場
を
”
の
か
け
声
と
と
も
に
、
２
０
１
９
年
6
月
22

日
に
開
館
し
ま
し
た
。
今
日
は
、
２
０
２
３
年
の
11
月
17
（
18
、
19
）
日
は
、
開
館
か
ら
４
年
と
４
ヶ
月
と
26
（
27
、
28
）
日
目
、

開
館
か
ら
１
０
０
年
後
の
２
１
１
９
年
6
月
22
日
ま
で
は
、
あ
と
95
年
と
7
ヶ
月
と
５
（
6
、
7
）
日
あ
り
ま
す
。
１
０
０
年
と

い
う
時
間
は
長
い
よ
う
で
い
て
短
く
て
長
く
、
１
０
０
年
後
の
未
来
を
想
像
す
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
い
て
簡
単
で
難
し
い
。

１
０
０
年
後
の
未
来
に
私
た
ち
は
生
き
て
い
な
い
の
で
、
私
た
ち
は
１
０
０
年
後
の
未
来
を
想
像
す
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

１
０
０
年
後
。
１
０
０
年
後
を
想
像
す
る
た
め
に
は
、
今
か
ら
１
０
０
年
前
に
戻
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
か
ら
１
０
０

年
前
は
１
９
２
３
年
、
日
本
は
大
正
時
代
で
す
。
大
正
時
代
、
１
９
２
３
年
か
ら
現
在
ま
で
、
世
界
は
ど
の
よ
う
に
歩
み
を
進

め
な
が
ら
変
化
し
て
き
た
か
を
振
り
返
る
こ
と
な
し
に
、
１
０
０
年
と
い
う
時
間
を
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

≲
増
田
≳

テ
レ
ビ
の
発
明
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
発
見
、
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
開
発
、
原
子
力
爆
弾
発
明
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ
、
有
人
宇
宙
飛
行
、

月
面
着
陸
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
発
見
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
解
析
完
了
、iPS

細
胞
、open A

I

≲
美
佳
≳

朝
鮮
人
虐
殺
、
満
州
事
変
、
第
二
次
世
界
大
戦
、
パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
湾
岸
戦
争
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
、

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
、
ビ
ン
・
ラ
デ
ィ
ン
殺
害
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
安
倍
晋
三
銃
撃
、
パ
レ
ス
チ
ナ
イ
ス
ラ
エ
ル
戦
争

≲
田
辺
≳

昭
和
元
年
、世
界
恐
慌
、ピ
ー
ス
発
売
、自
由
民
主
党
結
成
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、大
阪
万
博
、日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
御
巣
鷹
山
墜
落
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
、ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
、ソ
連
崩
壊
、プ
ー
チ
ン
当
選
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、福
島
第
一
原
発
事
故
、

マ
イ
ケ
ル
ジ
ャ
ク
ソ
ン
死
亡
、
セ
ウ
ォ
ル
号
沈
没
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
二
回
目

≲
石
原
≳

関
東
大
震
災
、阪
神
淡
路
大
震
災
、ピ
ナ
ツ
ボ
山
噴
火
、新
潟
県
中
越
地
震
、ス
マ
ト
ラ
島
沖
時
針
、四
川
大
地
震
、東
日
本
大
地
震
、

御
嶽
山
噴
火
、
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

つ
ま
り
、
1
０
０
年
後
の
未
来
を
想
像
す
る
と
は
、
１
０
０
年
前
の
過
去
へ
振
り
か
ぶ
っ
て
、
１
０
０
年
後
の
未
来
へ
向
か
っ

て
現
在
を
通
過
す
る
球
を
投
げ
る
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
の
こ
と
な
の
で
す
。

︱
卵
を
拾
っ
て
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
向
か
っ
て
投
げ
る

︱
卵
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
当
た
っ
て
潰
れ
る

≲
田
辺
≳

あ
、
壁

≲
石
原
≳

人
は
、
人
間
は
、
１
０
０
年
経
っ
て
、
か
し
こ
な
っ
た
ん
か
な
ー

１
０
０
年
経
っ
た
ら
、
人
間
は
、
か
し
こ
な
る
ん
か
な
ー

︱
壁
を
叩
き
な
が
ら
話
す

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
…
コ
ロ
ナ
を
経
て
、
人
間
は
、
か
し
こ
な
る
ん
か
な
ー

壁
、言
葉
の
壁
、文
化
の
壁
、性
別
の
壁
、学
歴
の
壁
、人
種
の
壁
、宗
教
の
壁
、第
四
の
壁
、小
一
の
壁
、バ
カ
の
壁
、嘆
き
の
壁
、

ベ
ル
リ
ン
の
壁
、分
離
壁
、メ
キ
シ
コ
、ヨ
ル
ダ
ン
川
西
域
、ガ
ザ
、進
撃
の
巨
人
、パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、ビ
ニ
ー
ル
、ア
ク
リ
ル
板
、

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
、
マ
ス
ク

≲
田
辺
≳

菜
々
子
ち
ゃ
ん
、
起
き
て
る
？
入
る
よ
、
あ(

ド
ア
に
鍵
が
か
か
っ
て
い
る)

…
そ
ろ
そ
ろ
出
て
こ
な
い
？
も
う
、
お
父
さ
ん

も
お
母
さ
ん
も
大
丈
夫
だ
か
ら
、
ご
飯
、
一
緒
に
食
べ
よ
、
い
い
匂
い
で
し
ょ
、
匂
い
も
す
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
…
今
日
カ
レ
ー

だ
よ
、
美
味
し
い
よ
、
き
っ
と
…
、
も
う
誰
も
マ
ス
ク
な
ん
か
し
て
な
い
、
み
ん
な
外
に
出
て
る
よ
、
お
店
だ
っ
て
入
れ
る
し
、

旅
行
に
も
行
け
る
し
、
だ
か
ら
、
菜
々
子
ち
ゃ
ん
も
、
…
菜
々
子
ち
ゃ
ん
、
菜
々
子
ち
ゃ
ん

︱
壁
を
叩
く
音
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
響
き
渡
る
（
生
音
↓
録
音
）

︱
壁
の
音
に
合
わ
せ
て
各
々
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
始
め
る

○
シ
ー
ン
４　

w
ith

コ
ロ
ナ
（
テ
キ
ス
ト
順
番-

増
田
↓
美
佳
↓
田
辺
↓
石
原
）

︱
全
員
が
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
始
め
た
ら
、
壁
を
叩
く
音
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト

︱
使
用
曲Fesit

『
１
２
３
４
』

２
０
２
０
年
1
月
6
日　
中
国
武
漢
で
原
因
不
明
の
肺
炎



1
月
15
日　
日
本
国
内
で
初
め
て
の
感
染
確
認

1
月
30
日　

W
H

O

「
国
際
的
な
緊
急
事
態
」
を
宣
言

2
月
3
日　
ク
ル
ー
ズ
船
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
横
浜
港
に
入
港　
ボ
ー
（
エ
フ
ェ
ク
ト
）

2
月
11
日　

W
H

O
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
「CO

V
ID

 -19

」
と
名
付
け
る

3
月
24
日　
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
延
期
決
定

3
月
29
日　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎
で
志
村
け
ん
死
去

4
月
1
日　
安
倍
晋
三
首
相
全
国
す
べ
て
の
世
帯
に
布
マ
ス
ク
２
枚
ず
つ
配
布
の
方
針
表
明

4
月
6
日　
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
立
ち
入
り
禁
止
に
な
り
、
全
面
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
移
行
す
る

４
月　
　
　
第
一
波
到
来

ザ
ッ
パ
ー
ン
（
エ
フ
ェ
ク
ト
）　
ワ
ン

︱Fesit

『
１
２
３
４
』
イ
ン
ト
ロ

4
月
7
日　
第
一
回
緊
急
事
態
宣
言
発
令

5
月
4
日　
専
門
家
会
議
「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
実
践
例
示
す

5
月
8
日　
コ
ロ
ナ
禍
俳
句
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「CO

V
ID

 -19

句
」
を
募
集
す
る　
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
と
春
の
水

5
月
31
日　
ず
っ
と
川
沿
い
を
走
っ
て
い
た
が
、
24
時
間
営
業
の
ジ
ム
に
入
会
す
る

︱
『
１
２
３
４
』
イ
ン
ト
ロ
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト

7
月
22
日　
「G

o To

ト
ラ
ベ
ル
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
始
ま
る　

G
o To

（
エ
フ
ェ
ク
ト
）

7
月
27
日　

W
H

O

「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
加
速
し
続
け
て
い
る
」（
エ
フ
ェ
ク
ト
）

8
月　
　
　
第
二
波
到
来

ザ
ッ
パ
ー
ン
（
エ
フ
ェ
ク
ト
）　
ツ
ー

︱Fesit

『
１
２
３
４
』
イ
ン
ト
ロ

10
月
2
日　
ド
ナ
ル
ド
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

10
月
9
日　
罹
患
後
の
た
め
か
発
語
の
表
出
少
な
く
、
歩
行
で
は
膝
折
れ
あ
り

︱Fesit

『
１
２
３
４
』
イ
ン
ト
ロ
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト

12
月
15
日

G
oTo

ト
ラ
ベ
ル
全
国
一
時
停
止
へ

G
o To

（
エ
フ
ェ
ク
ト
）

２
０
２
１
年
1
月　

第
三
波
到
来

ザ
ッ
パ
ー
ン
（
エ
フ
ェ
ク
ト
）　
ス
リ
ー

︱Fesit

『
１
２
３
４
』
イ
ン
ト
ロ

1
月
15
日　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
1
年
収
束
の
兆
し
見
え
ず

1
月
27
日　
太
々
し
く
は
僕
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
（
笑
）

2
月
17
日　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
先
行
接
種
始
ま
る

4
月　
　
　
第
四
波
到
来

ザ
ッ
パ
ー
ン
（
エ
フ
ェ
ク
ト
）　
フ
ォ
ー

4
月
５
日　
コ
ロ
ナ
禍
俳
句
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「CO

V
ID

 -19

句
２
０
２
１
」
を
ま
た
募
集
す
る

　
　
　
　
　
出
荷
先
定
ま
ら
ぬ
ま
ま
牡
蠣
育
つ

7
月　
　
　
第
五
波
到
来　
ザ
ッ
パ
ー
ン
（
エ
フ
ェ
ク
ト
）　
フ
ァ
イ
ブ

7
月
23
日　
東
京
五
輪
開
幕

8
月
8
日　
東
京
五
輪
閉
幕

8
月
12
日　
「
東
京
の
感
染
拡
大
制
御
不
能
な
状
況
」

8
月
16
日　
肺
の
熱
を
冷
ま
す
漢
方
を
探
す

8
月
24
日　

JN
95

と
かK

F94

の
マ
ス
ク
が
い
い
と
友
人
に
教
え
て
も
ら
う
、
彼
女
は
マ
ス
ク
を
洗
っ
て
使
っ
て
い
る

8
月
25
日　
台
湾
新
型
コ
ロ
ナ
３
ヶ
月
半
ぶ
り
新
規
感
染
者
ゼ
ロ　
オ
ー
（
エ
フ
ェ
ク
ト
）

8
月
31
日　
日
本
一
日
の
死
亡
65
人
重
症
２
１
１
０
人
19
日
連
続
過
去
最
多　
ア
ー
（
エ
フ
ェ
ク
ト
）

9
月
11
日　
ワ
ク
チ
ン
２
回
目
接
種
、
少
し
頭
痛
あ
り

9
月
19
日　
ま
だ
気
の
緩
み
と
言
わ
れ
る
、
空
気
感
染
じ
ゃ
な
い
の
か

11
月
1
日　
東
京
都
新
型
コ
ロ
ナ
新
規
感
染
確
認
が
１
年
５
か
月
ぶ
り
に
一
桁　
オ
ー
（
エ
フ
ェ
ク
ト
）

︱Fesit

『
１
２
３
４
』
イ
ン
ト
ロ
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト

︱
心
音
再
生

11
月
2
日　
エ
コ
ー
で
３㎝ 

く
ら
い
の
体
が
手
足
を
動
か
し
て
い
る
の
を
初
め
て
見
る

︱
心
音
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト

11
月
27
日　

W
H

O

「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
懸
念
さ
れ
る
変
異
株
に
指
定

２
０
２
２
年
1
月
22
日　
東
京
都
新
型
コ
ロ
ナ
１
万
１
２
２
７
人
感
染
確
認
初
の
１
万
人
超
え

2
月　
　
　
第
六
波
到
来　
ザ
ッ
パ
ー
ン
（
エ
フ
ェ
ク
ト
）　
シ
ッ
ク
ス

︱Fesit

『1234

』
イ
ン
ト
ロ

2
月
2
日　
東
京
都
一
日
の
感
染
者
数
初
の
２
万
人
越
え

2
月
24
日　
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
す
る

4
月
13
日　
感
染
確
認
世
界
全
体
で
5
億
人
を
超
え
る

5
月
12
日　
昨
年
延
期
に
な
っ
た
公
演
を
上
演
し
た

5
月
14
日　
北
朝
鮮
一
日
17
万
人
以
上
発
熱
キ
ム
総
書
記
「
建
国
以
来
の
大
動
乱
」

5
月
16
日　
怒
り
は
怖
れ
と
表
裏
一
体

︱Fesit

『
１
２
３
４
』
イ
ン
ト
ロ
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト

6
月
24
日　
打
ち
上
げ
中
に
出
演
者
か
ら
コ
ロ
ナ
発
病
の
知
ら
せ
、
翌
日
演
出
家
も
発
病

6
月
30
日　
性
風
俗
業
へ
の
コ
ロ
ナ
給
付
金
不
支
給
は
“
合
憲
”
東
京
地
裁

7
月　
　
　
第
七
波
到
来　
ザ
ッ
パ
ー
ン
（
エ
フ
ェ
ク
ト
）　
セ
ブ
ン

︱Fesit

『
１
２
３
４
』
イ
ン
ト
ロ

7
月
16
日　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
11
万
６
７
５
人
全
国
の
一
日
の
発
表
で
過
去
最
多　
ア
ー
（
エ
フ
ェ
ク
ト
）

7
月
27
日　
感
染
確
認
全
国
で
20
万
人
超
過
去
最
多
に　
ア
ー
（
エ
フ
ェ
ク
ト
）

8
月
5
日　
卒
業
製
作
の
映
画
撮
影
に
参
加
、
お
手
伝
い
の
１
年
生
が
マ
ス
ク
を
預
か
っ
て
く
れ
る

8
月
16
日　
味
覚
10
％
程
度
回
復
、
家
か
ら
出
ら
れ
る
ま
で
あ
と
2
日
、
大
文
字
に
は
間
に
合
わ
な
い

8
月
25
日　
日
本
の
新
規
感
染
者
数
5
週
連
続
世
界
最
多

ア
ー
（
エ
フ
ェ
ク
ト
）

︱Fesit

『
１
２
３
４
』
イ
ン
ト
ロ
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト

9
月
9
日　
コ
ロ
ナ
の
5
類
へ
の
引
き
下
げ
「
現
時
点
で
現
実
的
で
な
い
」
加
藤
厚
労
相

9
月
30
日　
上
演
中
に
近
隣
住
民
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
、
な
る
べ
く
小
さ
く
台
詞
を
言
っ
た

10
月
24
日　
雨
の
中
を
初
め
て
外
出
し
た
生
後
５
ヶ
月
の
子
は
ビ
ニ
ー
ル
傘
の
下
か
ら
雨
を
見
て
い
た

11
月　
　
　
第
八
波
到
来

ザ
ッ
パ
ー
ン
（
エ
フ
ェ
ク
ト
）　
エ
イ
ト

︱Fesit

『
１
２
３
４
』
イ
ン
ト
ロ

12
月
10
日　
「
こ
の
公
演
な
、
石
原
が
コ
ロ
ナ
な
っ
た
ら
も
う
終
わ
り
や
ね
ん
」
と
言
わ
れ
て
ウ
ッ
と
な
る

12
月
15
日　
国
際
ク
ル
ー
ズ
船
に
っ
ぽ
ん
丸  

3
年
ぶ
り
に
横
浜
港
を
出
港
乗
客
2
人
が
新
型
コ
ロ
ナ
感
染　

　
　
　
　
　
ボ
ー
（
エ
フ
ェ
ク
ト
）

︱Fesit

『
１
２
３
４
』

ザ
ッ
パ
ー
ン
（
エ
フ
ェ
ク
ト
）

２
０
２
３
年
５
月
５
日　

W
H

O
  

新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
事
態
宣
言
を
終
了

5
月
8
日　
新
型
コ
ロ
ナ
５
類
へ
移
行

6
月　
　
　
第
九
波
到
来　
ザ
ッ
パ
ー
ン
（
エ
フ
ェ
ク
ト
）　
ナ
イ
ン

10
月
5
日　
コ
ロ
ナ
給
付
金
性
風
俗
業
は
対
象
外
“
憲
法
に
違
反
せ
ず
”
東
京
高
裁　
　

10
月
7
日　
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
と
ハ
マ
ス
が
武
力
衝
突

11
月
7
日　
上
演
台
本
が
出
来
上
が
る

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
コ
ロ
ナ
を
経
て
、
人
間
は
、
か
し
こ
な
る
ん
か
な
ー

○
シ
ー
ン
5  

今
ま
で
≲
増
田
≳

︱
途
中
へ
ー
、
ほ
ー
、
な
ど
の
相
槌
、
所
感
を
は
さ
む
、
お
湯
を
沸
か
す

宇
宙
、
…
宇
宙
、
バ
ン
！
ビ
ッ
グ
、
バ
ン
！
…
ま
ず
、
宇
宙
が
で
き
ま
し
た
。
ビ
ッ
グ
バ
ン
か
ら
…
１
３
８
億
年
。
太
陽

系
が
で
き
て
か
ら
50
億
年
。
地
球
が
で
き
て
か
ら
46
億
年
。
人
類
が
誕
生
し
て
か
ら
７
０
０
万
年
。
文
明
が
起
こ
っ
て
か
ら

５
５
０
０
年
。
キ
リ
ス
ト
が
生
ま
れ
て
か
ら
２
０
２
３
年
。
コ
ロ
ン
ブ
ス
ア
メ
リ
カ
大
陸
発
見
か
ら
５
３
１
年
。
黒
船
来
航
か

ら
１
７
０
年
。
終
戦
か
ら
79
年
。
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
28
年
。
そ
の
時
、
私
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
私
が
生
ま
れ
た

の
は
１
９
９
８
年
の
5
月
31
日
。
私
が
生
ま
れ
て
か
ら
25
年
。
福
島
第
1
原
発
事
故
か
ら
12
年
。
ア
ト
リ
エ
劇
研
が
な
く
な
っ

て
か
ら
6
年
。TH

EATRE E9 K
YO

TO

が
出
来
て
か
ら
4
年
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
3
年
。
ロ

シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
て
か
ら
１
年
。
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ス
軍
が
衝
突
し
て
か
ら
１
ヶ
月
。
11
月
に
な
っ
て
か
ら
17

日
（
18
日
、
19
日
）。
小
屋
入
り
し
て
か
ら
5
日
（
6
日
、
7
日
）。
今
日
に
な
っ
て
か
ら
19
時
間
（
15
時
間
、
15
時
間
）。
上
演

が
始
ま
っ
て
か
ら
…
、
壁
に
卵
が
ぶ
つ
か
っ
て
か
ら
…
、
お
湯
を
沸
か
し
始
め
て
か
ら
…
7
分
？
お
湯
が
沸
い
て
か
ら
…
3
分
？

（
そ
の
場
に
あ
る
も
の
で
時
間
を
測
る
）
︱
か
ら
︱
分
、
︱
か
ら
︱
分
、
︱
か
ら
︱
分
、
︱
か
ら
︱
秒

息
を
吸
っ
て
か
ら
…
、
息
を
吐
い
て
か
ら
…
、
息
を
吸
っ
て
か
ら
…
、
息
を
吐
い
て
か
ら
…

︱
呼
吸
を
し
て
い
る

︱
呼
吸
音
生
音
↓
マ
イ
ク
↓
録
音

︱
呼
吸
を
置
き
去
り
に
し
た
体
が
立
ち
去
る

○
シ
ー
ン
6
今
か
ら
≲
美
佳
≳

︱
呼
吸
を
し
て
い
る

︱
呼
吸
音
録
音
↓
マ
イ
ク
↓
生
音

︱
途
中
、
へ
ー
、
ほ
ー
、
な
ど
の
相
槌
、
所
感
を
は
さ
む

ラ
イ
ト
の
光
が
向
こ
う
の
壁
に
届
く
ま
で0.00000003

秒
。私
が
声
を
発
し
て
か
ら
一
番
後
ろ
の
客
席
に
届
く
ま
で0.02

秒
。

卵
を
手
に
取
ろ
う
と
思
っ
て
か
ら
、
手
に
取
ろ
う
と
し
始
め
る
ま
で0.5

秒
。
時
計
の
秒
針
が
一
周
す
る
ま
で
20
秒
。
お
湯
が

沸
く
ま
で
30
秒
。
検
査
薬
の
結
果
が
出
る
ま
で
1
分
。
体
温
が
測
れ
る
ま
で
2
分
。
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
が
出
来
上
が
る
ま
で
3
分
。

ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
終
わ
る
ま
で
5
分
。

︱
誰
か
が
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
始
め
る

時
計
の
分
針
が
一
周
す
る
ま
で
20
分
。
上
演
が
終
わ
る
ま
で
…
。
上
演
が
終
わ
る
ま
で
…
。
時
計
の
時
針
が
一
周
す
る
ま
で
4

時
間
。（
日
没
ま
で
2
時
間
45
分
）。
日
の
出
ま
で
11
時
間
31
分
（
15
時
間
31
分
）。
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
38
日
（
37
日
、
36
日
）。

２
０
２
４
年
ま
で
45
日（
44
日
、43
日
）。京
都
市
長
選
投
票
日
ま
で
78
日（
77
日
、76
日
）。大
阪
万
博
開
催
ま
で
５
１
３
日（
５
１
２

日
、５
１
１
日
）。戦
争
が
終
わ
る
ま
で
…
。コ
ロ
ナ
が
終
わ
る
ま
で
…
。娘
が
成
人
す
る
ま
で
17
年
。積
立N

ISA

の
ロ
ー
ル
オ
ー

バ
ー
ま
で
18
年
。
還
暦
ま
で
20
年
。
福
島
第
一
原
発
の
廃
炉
が
完
了
す
る
ま
で
30
年
。
私
が
死
ぬ
ま
で
…
40
、
50
年
？
22
世
紀

に
な
る
ま
で
77
年
。
そ
の
時
私
の
娘
は
78
歳
に
な
っ
て
い
る
？
戦
争
が
終
わ
る
ま
で
…
。
コ
ロ
ナ
が
終
わ
る
ま
で
…
。

︱
何
か
を
言
お
う
と
し
て
い
る
が
、
言
葉
に
な
ら
な
い

経
済
格
差
拡
大
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
、
地
球
温
暖
化
、
海
洋
汚
染
、
異
常
気
象
、
海
面
上
昇
、
食
糧
危
機

︱
何
か
を
言
お
う
と
し
て
い
る
が
、
言
葉
に
な
ら
な
い

生
は
有
限
で
あ
り
、私
は
死
ぬ
。私
が
死
ん
で
も
世
界
は
存
在
し
、娘
は
生
き
る
。私
は
娘
が
老
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
れ
で
も
、
私
に
は
、
未
来
を
想
像
す
る
こ
と
の
で
き
る
特
権
が
あ
る
。
私
は
、
私
が
老
い
る
ま
で
生
き
、
そ
し
て
、
私
が
死

ん
だ
あ
と
も
娘
が
老
い
る
ま
で
生
き
る
こ
と
を
、
あ
ま
り
疑
い
も
な
く
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
預
貯
金
と
こ
れ
か
ら
か
か

る
子
供
の
学
費
を
計
算
し
、物
価
上
昇
と
株
価
の
変
動
を
気
に
し
つ
つ
、ニ
ュ
ー
ス
を
見
な
が
ら
世
界
の
行
く
末
を
心
配
し
た
り
、

こ
の
国
の
将
来
を
憂
え
た
り
す
る
こ
と
の
で
き
る
特
権
が
、
私
に
は
あ
る
。
…
あ
の
、
大
人
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
、
老
い
る
ま

で
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
あ
の
、
子
供
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
、
大
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
過
去
と
未
来
が
入
り
込

む
隙
が
な
い
ほ
ど
の
現
在
。
絶
望
的
な
、
永
遠
の
現
在
に
生
き
続
け
る
こ
と
を
、
私
の
現
在
は
、
現
在
の
私
は
、
想
像
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
？

現
在
よ
、
現
在
よ
、
…
現
在
は
、
た
だ
の
現
在
に
過
ぎ
な
い
。
地
球
は
50
億
年
後
に
太
陽
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
と
い
う
。

そ
れ
か
ら
さ
ら
に
6
億
７
千
万
年
後
、
弥
勒
菩
薩
が
や
っ
て
き
て
人
類
を
救
っ
て
く
れ
る
、
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

︱
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
カ
メ
ラ
が
鏡
合
わ
せ
に
な
る

︱
ス
ク
リ
ー
ン
消
す

︱
ラ
イ
ト
の
点
滅

︱
呼
吸
（
生
声
↓
マ
イ
ク
）

︱
全
員
集
ま
っ
て
く
る

︱
呼
吸
（
マ
イ
ク
↓
録
音
）

︱
呼
吸
を
残
し
て
体
が
立
ち
去
る





○
シ
ー
ン
７　
壁
と
椅
子
≲
増
田
≳
≲
田
辺
≳

︱
呼
吸
音
や
む

︱
舞
台
上
に TH

EATRE E9 K
YO

TO

の
記
名
入
り
の
椅
子
が
置
い
て
い
あ
る

あ
、
そ
こ
座
ら
ん
と
い
て
、
名
前
書
い
た
あ
る
や
ろ
、
椅
子
に
、
な
ん
て
書
い
て
あ
る
？

〇
〇
、〇
〇
、〇
〇
…
な
ん
や
こ
れ
（
書
い
て
あ
る
名
前
を
読
み
上
げ
る
）

そ
の
人
た
ち
の
椅
子
、
っ
ち
ゅ
う
こ
っ
ち
ゃ
な

空
い
て
ん
に
ゃ
か
ら
え
ー
や
ん
、
座
っ
て
も

い
や
、
あ
か
ん
、
空
い
て
る
よ
う
で
、
空
い
て
へ
ん
ね
ん
で

ど
ー
ゆ
ー
こ
と
？

そ
こ
、
座
っ
た
は
ん
ね
ん

え
？

見
え
へ
ん
か
、
見
え
へ
ん
や
ろ
な
、
見
え
へ
ん
け
ど
、
座
っ
と
ん
に
ゃ
ん
か
、
そ
こ
に
、
椅
子
に

座
っ
と
ん
の
？

お見
え
て
ん
の
？

…
見
え
て
へ
ん

な
ん
や

や
、
見
え
へ
ん
に
ゃ
け
ど
、
座
っ
と
ん
ね
ん
、
…
せ
や
か
ら
、
そ
こ
座
っ
た
ら
あ
か
ん
ね
ん

ど
っ
か
ら
持
っ
て
き
た
ん
こ
れ
？

や
、
元
々
こ
こ
に
あ
っ
て
ん

元
々
あ
っ
た
ん
？
な
ん
や
っ
た
ん
？
こ
こ

劇
場

へ
？

小
劇
場
、
や
っ
た
ん
か
な
ー
？

や
ん
た
ん
か
な
ー
、
っ
て
知
ら
ん
の
か
い

や
、
劇
場
の
椅
子
や
ろ
、
そ
れ
、
立
派
な
椅
子
や
、
名
前
も
書
い
て
あ
る
し

劇
場
や
っ
た
ん
？
こ
こ
、
へ
ー

︱
舞
台
奥
の
壁
にTH

EATRE E9 K
YO

TO

ロ
ビ
ー
の
壁
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
さ
れ
る

≲
石
原
≳
≲
美
佳
≳

こ
れ
は
何
で
す
か
ね

こ
れ
は
…
、
文
字
で
す
か
ね
、
書
い
て
あ
る
の
は

読
め
ま
す
か
？

読
め
ま
せ
ん

な
ん
て
書
い
て
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね

な
ん
て
書
い
て
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね

な
ん
て
書
い
て
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね

何
で
し
ょ
う
か
ね
、
や
っ
ぱ
、
お
墓
と
か

や
っ
ぱ
、
お
墓
で
す
か
ね

じ
ゃ
あ
、
こ
れ
は
名
前
で
す
か
ね

名
前
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
、
わ
か
り
ま
せ
ん

…
な
ん
て
書
い
て
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね

…
な
ん
て
書
い
て
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね

≲
美
佳
≳

こ
こ
で
何
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、も
う
誰
も
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
あ
の
人
の
顔
も
あ
の
人
の
声
も
、み
ん
な
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

…
あ
！
私
の
名
前
が
あ
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。（
名
前
を
指
差
す
）

○
シ
ー
ン
８　
１
０
０
年
経
っ
て
も
≲
石
原
≳

あ
の
劇
場
、私
た
ち
が
い
た
、あ
の
劇
場
は
、あ
の
場
所
に
“
１
０
０
年
続
く
小
劇
場
を
”
の
か
け
声
と
と
も
に
、開
館
し
ま
し
た
。

ま
だ
、
あ
の
時
は
、
私
た
ち
は
、
私
た
ち
を
昨
日
か
ら
今
日
へ
、
今
日
か
ら
明
日
へ
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
日
の
私
は
、

昨
日
の
私
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
明
日
の
私
は
、
今
日
の
私
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
が
、
ま
だ
、
か
ろ
う
じ
て
、
可
能
で
し
た
。

１
０
０
年
と
い
う
時
間
は
長
い
よ
う
で
い
て
短
く
て
、
長
く
、
１
０
０
年
後
の
未
来
を
想
像
す
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
い
て

簡
単
で
、
難
し
か
っ
た
、
で
す
。
１
０
０
年
経
っ
た
ら
、
１
０
０
年
経
っ
た
ら
、
私
た
ち
は
、
も
っ
と
、
か
し
こ
な
っ
て
る
は

ず
や
っ
た
。“
つ
ま
り
、
１
０
０
年
後
の
未
来
を
想
像
す
る
と
は
、
１
０
０
年
前
の
過
去
へ
振
り
か
ぶ
っ
て
、
１
０
０
年
後
の
未

来
へ
向
か
っ
て
現
在
を
通
過
す
る
球
を
投
げ
る
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
の
こ
と
な
の
で
す
。”

︱
ス
ク
リ
ー
ン
へ
向
か
う

今
か
ら
１
１
４
年
前
に
、
彼
は
、
彼
は
小
説
家
で
、
小
説
家
の
彼
は
、
こ
う
言
っ
た
。

“
も
し
こ
こ
に
硬
い
大
き
な
壁
が
あ
り
、
そ
こ
に
ぶ
つ
か
っ
て
割
れ
る
卵
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
私
は
常
に
卵
の
側
に
立
ち
ま
す
”

≲
田
辺
≳
≲
増
田
≳
≲
美
佳
≳
≲
石
原
≳

…
卵
、
物
の
見
事
に
割
れ
と
ん
な
、
中
身
が
外
に
、
壁
に
、
床
に
流
れ
と
る
わ

床
、
養
生
し
と
い
て
よ
か
っ
た
ね

ね
、
よ
か
っ
た
ね

よ
か
っ
た
ね

≲
石
原
≳

１
０
０
年
前
の
現
在
は
、１
０
０
年
後
も
現
在
だ
っ
た
。
１
０
０
年
、１
０
０
年
は
ず
っ
と
、た
だ
の
現
在
だ
っ
た
。
１
０
０
年
後
、

１
０
０
年
経
っ
て
も
、
１
０
０
年
経
っ
て
も
、
私
は
そ
の
風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
そ
の
悲
し
み
、
そ
の
喜
び
。

○
シ
ー
ン
９　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
≲
石
原
≳
≲
田
辺
≳
≲
美
佳
≳
≲
増
田
≳

︱
譜
面
台
と
台
本
を
用
意
す
る

≲
石
原
≳

じ
ゃ
あ
、
今
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
を
始
め
ま
す

︱
全
員
で
石
を
手
に
も
つ

︱
A
B
C
D
（
石
原
↓
田
辺
↓
美
佳
↓
増
田
）

A
1
0
0
年
後
の
風
景
を
私
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
そ
の
悲
し
み
、
そ
の
喜
び
、
私
は
こ
こ
に
は
い
ま
せ
ん
、
さ
よ
う
な
ら

B
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
、
さ
よ
う
な
ら
、
1
0
0
年
経
っ
た
ら
、
ま
た
、
お
会
い
し
ま
し
ょ
う

C
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
、
1
0
0
年
経
っ
た
ら
、
川
が
流
れ
て
、
草
が
生
え
ま
す
、
木
が
枯
れ
た
ら
、
灯
り
が
消
え
て
、
花
が  

    

咲
き
ま
す

D
忘
れ
物
に
気
が
つ
い
て
も
、
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
、
1
0
0
年
経
っ
た
ら
、
忘
れ
物
は
、
忘
れ
て
く
だ
さ
い

A
行
っ
て
き
ま
す
、
歩
い
て
行
く
の
で
、
き
っ
と
お
腹
が
空
く
で
し
ょ
う

B
お
腹
が
空
い
た
ら
ご
飯
を
食
べ
て
、
休
ん
で
く
だ
さ
い
、
そ
し
た
ら
ま
た
歩
い
て
く
だ
さ
い

C
煙
が
見
え
た
ら
叫
ん
で
く
だ
さ
い
、
で
も
、
き
っ
と
、
誰
も
応
え
な
い
で
し
ょ
う

D
朝
に
な
っ
た
ら
、
陽
が
の
ぼ
り
、
夜
に
な
っ
た
ら
、
日
が
暮
れ
ま
す

A
夜
に
な
っ
た
ら
、
座
っ
て
休
み
ま
す
、
お
湯
を
飲
ん
で
、
眠
り
ま
す

B
空
に
は
星
が
見
え
る
で
し
ょ
う
、
月
を
探
す
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
、
夢
も
見
な
い
で
眠
れ
る
で
し
ょ
う

C
焚
き
火
が
燃
え
て
い
る
の
を
、
動
物
た
ち
が
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
見
る
で
し
ょ
う

D
火
は
暖
か
く
、
旅
の
疲
れ
を
ゆ
っ
く
り
癒
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う

A
フ
ク
ロ
ウ
が
な
き
ま
す

B
ほ
ー
、
ほ
ー

C
ミ
ミ
ズ
ク
が
な
き
ま
す

D
ほ
ー
、
ほ
ー
、
ほ
ら
遠
く
で
滝
の
音
が

A
だ
ー

B
ほ
ら
近
く
で
川
の
音
が

C
ざ
ー

D
獣
の
匂
い
、
動
物
た
ち
の
気
配

A
や
っ
ぱ
り
、
熊
で
す
か
ね
、
そ
れ
と
も

B
や
っ
ぱ
り
、
鹿
で
す
か
ね
、
そ
れ
と
も

C
や
っ
ぱ
り
、
猪
で
す
か
ね

D
熊
が
山
を
降
り
て
い
く
の
を
、
鹿
が
見
て
い
ま
し
た

A
鹿
の
目
玉
は
ま
ん
丸
で
、
月
の
光
を
反
射
し
て
い
ま
し
た

B
親
イ
ノ
シ
シ
の
後
ろ
に
子
イ
ノ
シ
シ
た
ち
が
続
き
ま
す

C
や
っ
ぱ
り
お
母
さ
ん
イ
ノ
シ
シ
で
し
ょ
う
か
ね

D
そ
れ
と
も
お
父
さ
ん
イ
ノ
シ
シ
で
し
ょ
う
か
ね

A
お
父
さ
ん
イ
ノ
シ
シ
と
お
母
さ
ん
イ
ノ
シ
シ
の
後
ろ
に
、
小
イ
ノ
シ
シ
た
ち
が
続
き
ま
し
た

B
C
D
あ
ー

A
闇
の
中
イ
ノ
シ
シ
親
子
は
歩
き
ま
す

B
草
木
を
湿
ら
す
夜
露
の
玉
は
誰
に
も
見
え
ま
せ
ん
で
し
た

C
吹
き
抜
け
る
風
の
音
は
誰
に
も
聞
こ
え
ま
せ
ん
で
し
た

D
柔
ら
か
く
明
滅
す
る
熾
火
の
熱
さ
を
誰
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た

A
誰
も
見
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

B
誰
も
聞
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

C
誰
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た

D
誰
も
い
ま
せ
ん
で
し
た

︱
全
員
、
静
か
に
目
を
閉
じ
る

A
…
暗
闇

A
も
う
一
回
や
り
ま
し
ょ
う
か

B
も
う
一
回
や
り
ま
し
ょ
う

C
や
り
ま
し
ょ
う

D
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う

A
海
で
す

A
B
C
D

ザ
ッ
パ
ー
ン

ザ
ザ
ー

ア
ァ
ア
ァ
ア
ァ
ア
ァ

（
な
ど
の
効
果
音
）

A
か
も
め
が
い
ま
す
ね

B
か
も
め
は
い
る
で
し
ょ
う
ね

C
港
で
し
ょ
う
か

D
港
に
し
ま
し
ょ
う

A
B
C
D
ボ
ー



○
シ
ー
ン
10
|
A　
は
じ
め
に
≲
田
辺
≳

︱
石
を
置
く

︱
読
み
や
す
い
よ
う
に
譜
面
台
の
台
本
を
整
理
す
る

︱
そ
の
ま
ま
の
テ
キ
ス
ト
で
な
く
て
も
構
わ
な
い

“
米
が
炊
け
た
ら
終
演
”
っ
て
書
い
て
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
ま
だ
炊
け
て
な
い
ん
で
、
炊
け
る
ま
で
や
り
ま
す
ね
、
米
、
炊
け
る

ま
で
あ
と
〇
〇
分
、
多
分
途
中
で
炊
け
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
、
作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
な
っ
て
る
科
学
の
話
（
※
）

が
あ
っ
て
（
嘘
）、
そ
の
話
を
し
ま
す
ね
…
（
※
科
学
の
話
テ
キ
ス
ト
は
京
都
公
演
当
日
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
記
載
）

︱
そ
の
ま
ま
の
テ
キ
ス
ト
で
な
く
て
も
構
わ
な
い

“
米
が
炊
け
た
ら
終
演
”
っ
て
書
い
て
あ
る
ん
で
す
け
ど
、ま
だ
、台
本
続
き
あ
る
ん
で
す
け
ど
、米
、炊
け
た
ん
で
終
わ
り
ま
す
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
あ
と
１
曲
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
お
っ
き
い
音
出
る
ん
で
、
耳
塞
ぐ
か
、
外
出
る
か
し
て
も
ら
っ
た
方
が
い

い
か
と
…

︱
何
度
か
、
耳
を
塞
ぐ
こ
と
と
退
出
を
促
す
、
客
が
退
出
す
る
の
を
待
つ

︱
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
と
ホ
ー
ン
を
持
っ
て
く
る

い
い
で
す
か
、
大
丈
夫
そ
う
だ
な
、
っ
て
思
っ
た
ら
ち
ょ
っ
と
ず
つ
耳
か
ら
手
を
離
し
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
…
僕
は
耳

栓
し
ま
す
け
ど
、
い
い
で
す
か
、
じ
ゃ
あ
、
最
後
の
曲
で
す
、
声
は
飛
沫
よ
り
も
遠
く
、
遠
く
へ
、
何
光
年
も
、
何
万
光
年
も
、

…
３
年
間
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
活
動
さ
せ
て
も
ら
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
1
0
0
年
後
ま
で
、

ま
た
、
劇
場
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
、
ご
き
げ
ん
よ
う
、
出
航
！
（
声
に
な
ら
な
い
叫
び
）

︱
勢
い
よ
く
ホ
ー
ン
の
ハ
ン
ド
ル
を
開
く

︱
全
方
向
に
ゆ
っ
く
り
向
け
て
音
を
出
す

︱
演
奏
し
な
が
ら
大
声
を
出
す

︱
床
に
む
け
て
近
づ
け
て
い
き
、
最
後
床
に
接
し
て
し
ば
ら
く
し
た
ら
演
奏
終
わ
り

︱
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
空
気
を
抜
く

︱
台
本
を
宙
に
放
り
投
げ
る

︱
礼

○
シ
ー
ン
10
|
B
最
後
の
曲
≲
田
辺
≳

︱
石
を
置
く

︱
読
み
や
す
い
よ
う
に
譜
面
台
の
台
本
を
整
理
す
る

（
そ
の
ま
ま
の
テ
キ
ス
ト
で
な
く
て
も
構
わ
な
い
）

“
米
が
炊
け
た
ら
終
演
”
っ
て
書
い
て
あ
る
ん
で
す
け
ど
、ま
だ
、台
本
続
き
あ
る
ん
で
す
け
ど
、米
、炊
け
た
ん
で
終
わ
り
ま
す
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
あ
と
１
曲
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
お
っ
き
い
音
出
る
ん
で
、
耳
塞
ぐ
か
、
外
出
る
か
し
て
も
ら
っ
た
方
が
い

い
か
と
…

︱
何
度
か
、
耳
を
塞
ぐ
こ
と
と
退
出
を
促
す
、
客
が
退
出
す
る
の
を
待
つ

︱
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
と
ホ
ー
ン
を
持
っ
て
く
る

い
い
で
す
か
、
大
丈
夫
そ
う
だ
な
、
っ
て
思
っ
た
ら
ち
ょ
っ
と
ず
つ
耳
か
ら
手
を
離
し
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
…
僕
は
耳

栓
し
ま
す
け
ど
、
い
い
で
す
か
、
じ
ゃ
あ
、
最
後
の
曲
で
す
、
声
は
飛
沫
よ
り
も
遠
く
、
遠
く
へ
、
何
光
年
も
、
何
万
光
年
も
、

…
３
年
間
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
活
動
さ
せ
て
も
ら
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
1
0
0
年
後
ま
で
、

ま
た
、
劇
場
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
、
ご
き
げ
ん
よ
う
、
出
航
！
（
声
に
な
ら
な
い
叫
び
）

︱
勢
い
よ
く
ホ
ー
ン
の
ハ
ン
ド
ル
を
開
く

︱
全
方
向
に
ゆ
っ
く
り
向
け
て
音
を
出
す

︱
演
奏
し
な
が
ら
大
声
を
出
す

︱
床
に
む
け
て
近
づ
け
て
い
き
、
最
後
床
に
接
し
て
し
ば
ら
く
し
た
ら
演
奏
終
わ
り

︱
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
空
気
を
抜
く

︱
台
本
を
宙
に
放
り
投
げ
る

︱
礼

A
お
や
船
で
す
か

B
船
で
す
ね

C
汽
船
で
す
か
ね

D
汽
船
で
す
ね

A
船
か
ら
誰
か
が
手
を
振
っ
て
い
ま
す

B
船
に
横
断
幕
が
か
か
っ
て
い
ま
す

C
何
か
書
い
て
あ
り
ま
す
ね

D
セ
ン
ナ
イ
ジ
ョ
ウ
ホ
ウ
マ
ッ
タ
ク
ナ
シ

A
ミ
ン
ポ
ウ
ミ
レ
ズ
ス
ト
レ
ス

B
ガ
セ
ネ
タ
オ
オ
シ

C
シ
ン
コ
ク
ク
ス
リ
ブ
ソ
ク

D
カ
ン
セ
ン
カ
ク
ダ
イ

A
（
遮
る
よ
う
に
）
出
航
！

B
C
D
ボ
ー

A
…
も
う
１
回
や
り
ま
し
ょ
う

B
も
う
１
回
だ
け

C
や
り
ま
し
ょ
う

D
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う

A
…
重
い
で
す
ね

B
そ
う
で
す
よ
ね

C
置
き
ま
し
ょ
う

D
１
回
置
き
ま
し
ょ
う

︱
石
を
置
く
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
腕
を
揉
む
な
ど

A
…
じ
ゃ

B
で
は

C
そ
れ
じ
ゃ

D
そ
れ
で
は

︱
全
員
で
石
を
持
ち
直
す

A
言
葉
も
声
も
持
た
な
い
が
ゆ
え
に

B
石
は
話
し
ま
す

C
石
は
聞
き
ま
す

D
声
な
き
声
を

A
歌
な
き
歌
を

B
あ
の
日
あ
な
た
が
言
っ
た
言
葉
を
覚
え
て
い
る

C
こ
こ
か
ら
声
を
発
す
る

D
こ
こ
で
発
し
た
声
は
あ
そ
こ
に
は
届
か
な
い

A
こ
こ
は
、
あ
そ
こ
か
ら
遠
く
、
遠
く
離
れ
て
い
る

B
こ
こ
は
安
全
で
、
自
由
が
保
証
さ
れ
て
い
る

C
人
々
が
、
声
を
発
す
る
こ
と
で
、
生
命
を
脅
か
さ
れ
る
危
険
は
な
く

D
そ
の
安
全
が
、
特
権
で
あ
る
と
、
自
覚
で
き
る
ほ
ど
に
余
裕
が
あ
り

A
そ
の
責
任
が
、
自
身
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
、
思
い
込
め
る
ほ
ど
に
傲
慢
で
あ
り

B
そ
れ
で
も

C
な
お

D
そ
れ
で
も
な
お

A
何
光
年
も
何
万
光
年
も

B
飛
沫
よ
り
も
遠
く
遠
く
へ

C
わ
た
し
が
声
を
発
し
て
か
ら
0
.0
0
0
0
.
.
.

D
コ
ロ
ナ
が
終
わ
る
ま
で

A
わ
た
し
が
声
を
発
し
て
か
ら
0
.0
0
0
0
.
.
.

B
戦
争
が
終
わ
る
ま
で

C
そ
れ
で
も

D
な
お

A
そ
れ
で
も
な
お

B
今
か
ら
言
葉
を
い
う

C
今
か
ら
わ
た
し
が
終
わ
る
ま
で

D
今
か
ら
わ
た
し
が
終
わ
る
と
こ
ろ
ま
で

A
B
C
D
（
テ
キ
ス
ト
展
開
、
ス
ピ
ー
ド
、
出
発
、
台
本
か
ら
顔
を
上
げ
る
）

私
は
1
0
0
年
後
の
風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
そ
の
悲
し
み
、
そ
の
喜
び

お
か
え
り
な
さ
い
、
さ
よ
う
な
ら
、
た
だ
い
ま
、
こ
ん
に
ち
は
、
ご
き
げ
ん
よ
う

花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
、
草
が
生
え
て
い
ま
し
た
、
木
が
枯
れ
て
い
ま
し
た
、
川
が
流
れ
て
い
ま
し
た

あ
な
た
が
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
、
あ
な
た
が
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る

︱
テ
キ
ス
ト
展
開
、
ハ
ミ
ン
グ
、
声
で
音
楽
を
展
開
す
る

︱
≲
田
辺
≳
を
残
し
て
い
な
く
な
る



neji&
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『O
ut

』

振
付
・
構
成
・
演
出　
捩
子
ぴ
じ
ん

出 

演　
石
原
菜
々
子
（kondaba)

）

　
　
　

 

田
辺
泰
信

　
　
　

 

増
田
知
就
（
ブ
ル
ー
エ
ゴ
ナ
ク
）

　
　
　

 

増
田
美
佳

舞
台
監
督　
脇
田
友
（
ス
ピ
カ
）

照 

明　
　

  

脇
田
友
（
ス
ピ
カ
）

　
　
　
　
　
倉
地
澄
人 

音 

響　
　

  m
izutam

a

宣
伝
美
術　
持
木
永
大

記
録
写
真　
脇
田
友
（
ス
ピ
カ
）

日
時　
２
０
２
３
年 

11
月
17
日
（
金
）
18
時
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　

 

11
月
18
日
（
土
）
14
時
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　

 

11
月
19
日
（
日
）
14
時
開
演

会
場　

TH
EATRE E9 K

YO
TO

主
催
・
企
画
製
作　

 neji&
co.

共
催　

TH
EATRE E9 K

YO
TO

（
一
般
社
団
法
人
ア
ー
ツ
シ
ー
ド
京
都
）

協
力　

H
A

PS

、FIG
YA

、ssud

助
成　
公
益
財
団
法
人
セ
ゾ
ン
文
化
財
団

　
　
　
京
都
府
文
化
力
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
事
業

　
　
　
京
都
市
「A

rts A
id K

YO
TO

」
補
助
事
業

　
　
　

　
　
　

TH
EATRE E9 K

YO
TO

 

第
2
期 

ア
ソ
シ
エ
イ
ト
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

京
都
公
演



フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト  

イ
ガ
イ
ト

イ
ガ
イ
ト  

キ
ョ
ウ
ト

キ
ョ
ウ
ト

ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
た
T
H
E
A
T
E
R 

D
E
R 

W
E
L
T 

2
0
2
3 

。

市
原
佐
都
子
演
出
『
弱
法
師
』
に
出
演
す
る
た
め
、
畑
中
良
太
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
二
週
間
滞
在
し
、
人
生
初
と
な
る
海
外
渡
航
を
経
験
し
た
。  

T
H
E
T
E
R 

D
E
L 

W
E
L
T

テ
ア
タ
ー
・
デ
ア
・
ヴ
ェ
ル
ト
／
世
界
演

劇
祭
。
１
９
８
１
年
の
創
立
以
来
、
三
年

に
一
度
ド
イ
ツ
の
都
市
で
開
催
さ
れ
る
演

劇
祭
。
２
０
２
３
年
は
創
立
40
年
の
歴
史

の
中
で
初
め
て
芸
術
監
督
を
公
募
、
世
界

30
カ
国
、
70
を
越
え
る
応
募
の
中
か
ら
、

相
馬
千
秋
と
岩
城
京
子
の
企
画
が
選
出

さ
れ
、
相
馬
が
芸
術
監
督
を
務
め
た
。

弱
法
師

作
・
演
出 

市
原
佐
都
子
。
日
本
古
来
の

説
話
、
俊
徳
丸
伝
説
／
弱
法
師
を
原
案
に

し
た
現
代
劇
。
演
劇
祭
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ

作
品
と
し
て
上
演
さ
れ
た
。

畑
中
良
太

１
９
９
６
年
京
都
生
ま
れ
。
旧
・
京
都
造

形
芸
術
大
学　

舞
台
芸
術
学
科
卒
業
。
舞

踏
へ
の
興
味
か
ら
在
学
中
に
ダ
ン
ス
を

始
め
る
。
在
学
中
は
主
に
寺
田
み
さ
こ
、

ヤ
ザ
キ
タ
ケ
シ
、
山
下
残
、
余
越
保
子
ら

に
ダ
ン
ス
を
学
び
な
が
ら
、
身
体
作
り
の

た
め
に
太
極
拳
を
習
う
。

　
出
発
日　
７
月
３
日

今
日
の
夜
に
羽
田
空
港
か
ら
ド
イ
ツ
に
出
発
す
る
。

共
演
す
る
人
と
一
緒
に
行
く
け
ど
め
っ
ち
ゃ
不
安
。

海
外
で
は
ス
リ
と
か
が
よ
く
あ
る
っ
て
聞
く
し
、
滞

在
す
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
っ
て
場
所
は
治
安
が
悪

い
っ
て
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
ら
書
い
て
た
。
空
港
は
特

に
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
ら
し
い
。

一
応
リ
ュ
ッ
ク
に
南
京
錠
を
つ
け
て
貴
重
品
は
小
さ

い
ポ
ー
チ
に
入
れ
て
服
の
中
に
隠
し
た
。

い
つ
も
よ
り
大
き
い
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
持
っ
て
新
幹

線
に
乗
る
。
窓
か
ら
真
っ
赤
な
夕
陽
が
地
平
線
の
向

こ
う
に
沈
ん
で
い
く
の
が
見
え
る
…
不
安
。

無
事
に
ド
イ
ツ
に
着
い
た
。
初
め
て
の
入
国
審
査
緊
張
す
る
。

入
国
す
る
目
的
、
誰
と
来
た
か
、
滞
在
す
る
日
数
を
聞
か

れ
た
。
思
っ
た
よ
り
す
ぐ
終
わ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

空
港
の
中
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
だ
っ
た
。
空
港
で
は
ス
リ

に
気
を
つ
け
ろ
っ
て
め
っ
ち
ゃ
ネ
ッ
ト
に
書
い
て
た
け
ど
、

そ
ん
な
危
な
い
感
じ
も
し
な
か
っ
た
。

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
で
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
。
運
転
手
の
人
は

め
っ
ち
ゃ
強
面
や
っ
た
。
普
段
ド
イ
ツ
語
を
話
し
て
る
か
ら

な
の
か
、
英
語
の
発
音
が
め
ち
ゃ
い
か
つ
か
っ
た
。
ち
ょ
っ

と
怒
っ
て
る
？
み
た
い
な
発
音
の
仕
方
だ
っ
た
。
あ
ん
ま

り
笑
わ
な
い
人
。
日
本
人
の
人
も
け
っ
こ
う
よ
く
来
る
ね

ん
っ
て
言
っ
て
は
っ
た
。
ホ
テ
ル
に
着
い
て
荷
物
を
下
ろ

し
て
く
れ
る
時
は
す
ご
く
丁
寧
だ
っ
た
。
め
ち
ゃ
笑
顔
で

お
会
計
し
て
く
れ
は
っ
た
。
実
は
優
し
い
人
や
っ
た
。
関

西
の
お
っ
ち
ゃ
ん
み
た
い
だ
っ
た
。
京
都
に
も
こ
ん
な
感

じ
の
人
い
は
る
わ
。

受
付
は
機
械
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
す
る
形
式
な
の
で
そ
ん
な
に
苦
労
せ
ず
手
続
き

が
終
わ
っ
た
。
ホ
テ
ル
で
ち
ょ
っ
と
休
ん
で
か
ら
そ
の
辺
を
散
歩
す
る
こ
と
に

し
た
。土
地
勘
が
な
い
の
で
適
当
に
歩
く
。ホ
テ
ル
の
近
く
の
地
下
鉄
は
ち
ょ
っ

と
治
安
が
悪
そ
う
だ
。
お
し
っ
こ
臭
い
し
落
書
き
だ
ら
け
だ
し
ゴ
ミ
が
散
ら

か
っ
て
る
。
日
本
で
は
見
な
い
タ
イ
プ
の
荒
れ
方
。
少
し
歩
く
と
全
く
雰
囲
気

が
変
わ
っ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
街
っ
ぽ
い
場
所
に
来
た
。
東
京
の
丸
の
内
っ
ぽ
い
雰

囲
気
。
だ
け
ど
少
し
細
い
路
地
を
進
む
と
公
園
が
あ
る
し
、
道
中
に
も
木
が
た

く
さ
ん
あ
っ
て
、
自
然
と
共
生
し
て
る
感
じ
が
す
る
。
公
園
の
中
に
は
売
店
が

あ
っ
て
、
色
ん
な
人
が
ビ
ー
ル
飲
み
な
が
ら
談
笑
し
て
は
る
。

ド
イ
ツ
の
川
の
近
く
も
歩
い
た
。
こ
こ
の
川
は
め
っ
ち
ゃ

大
き
く
て
、
ボ
ー
ト
と
か
に
乗
っ
て
快
適
に
進
め
る
く

ら
い
で
か
い
し
流
れ
も
急
だ
し
深
そ
う
。
ベ
ン
チ
に
座
っ

て
ビ
ー
ル
飲
む
人
、
芝
生
で
寝
転
ぶ
人
、
ス
ケ
ボ
ー
し

て
る
人
、
ダ
ン
ス
し
て
る
人
、
な
ど
色
ん
な
人
が
い
た
。

大
き
さ
の
規
模
は
違
う
け
ど
、
人
の
過
ご
し
方
は
鴨
川

と
ほ
ぼ
同
じ
で
開
放
的
で
心
地
よ
か
っ
た
。

初
め
て
の
海
外
で
め
っ
ち
ゃ
不
安
や
な
ぁ
と
思
っ
た
け
ど
、

意
外
と
雰
囲
気
が
京
都
と
似
て
て
ち
ょ
っ
と
安
心
し
た
。

治
安
が
悪
い
エ
リ
ア
以
外
は
。

羽
田
空
港
の
国
際
線
第
３
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
着
い
た
。
す
で

に
け
っ
こ
う
色
ん
な
国
の
人
が
い
る
。
僕
が
乗
る
の
は

カ
タ
ー
ル
航
空
の
飛
行
機
や
ね
ん
け
ど
、
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
の
時
に
受
付
し
て
く
れ
る
人
が
す
で
に
海
外
の
人
で

英
語
し
か
通
じ
な
か
っ
た
。
そ
う
い
え
ば
さ
っ
き
空
港

で
食
べ
た
お
好
み
焼
き
屋
も
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
もsim

カ
ー
ド
受
付
も
海
外
の
人
や
っ
た
な
ぁ
。
搭
乗
手
続
き

を
済
ま
せ
て
、
あ
と
は
飛
行
機
が
来
る
の
を
待
つ
だ
け
。

自
販
機
で
水
を
買
う
と
き
に
、
リ
ュ
ッ
ク
を
地
面
に
置

い
て
財
布
を
手
に
持
っ
た
と
き
、
荷
物
か
ら
注
意
が
離

れ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
こ
う
い
う
時
に
ひ
っ
た
く
り

さ
れ
る
ん
や
な
ぁ
、
海
外
に
向
け
て
警
戒
心
を
高
め
よ

う
と
思
っ
た
。

乗
り
継
ぎ
で
止
ま
る
ド
ー
ハ
空
港
に
着
い
た
。

羽
田
空
港
を
１
時
出
発
で
、
乗
り
継
ぎ
で
止
ま
る
ド
ー
ハ
空

港
に
は
現
地
時
間
の
６
時
に
到
着
っ
て
航
空
チ
ケ
ッ
ト
に
書

い
て
あ
っ
て
、
そ
ん
な
に
時
差
無
い
や
ろ
う
し
８
時
間
く
ら

い
で
着
く
だ
ろ
う
と
思
っ
た
け
ど
11
時
間
く
ら
い
飛
ん
で
た
。

い
ま
僕
が
東
京
に
い
た
ら
お
昼
頃
な
の
に
、
ま
だ
６
時
な
の

が
と
て
も
不
思
議
で
少
し
時
間
を
得
し
た
気
分
に
な
っ
た
。

シ
ル
バ
ニ
ア
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
で
っ
か
い
箱
を
抱
え
て
降
り
て

い
っ
た
中
東
系
の
顔
立
ち
し
た
人
が
な
ん
か
良
か
っ
た
な
ぁ
。

日
本
に
わ
ざ
わ
ざ
買
い
に
来
た
の
だ
ろ
う
か
…
…

ホ
テ
ル
に
戻
る
時
に
中
央
駅
の
正
面
を
通
っ
た
の
だ
け
ど
、
風
俗

街
の
入
り
口
だ
か
ら
か
、
そ
こ
だ
け
は
雰
囲
気
が
違
う
か
っ
た
。

物
乞
い
す
る
人
が
い
た
り
、
信
号
待
ち
し
て
る
人
に
腰
振
っ
て
る

お
っ
さ
ん
が
い
た
り
、
め
っ
ち
ゃ
お
し
っ
こ
臭
か
っ
た
。
日
本
で

い
う
と
新
宿
や
西
成
的
な
場
所
か
。
も
っ
と
雰
囲
気
す
ご
い
け
ど
。

　
二
日
目　
７
月
４
日

今
日
は
朝
の
９
時
に
劇
場
へ
行
か
な
い
と
い
け
な
い
。
一
番
近
い
ル
ー
ト
が
、
治
安
の
悪
い
風
俗
街
を
通

る
道
筋
な
ん
だ
け
ど
、
朝
だ
し
大
丈
夫
や
ろ
う
と
思
っ
て
通
っ
た
ら
け
っ
こ
う
ヤ
バ
か
っ
た
。
注
射
打
っ

て
る
人
と
か
、
見
え
な
い
人
と
喋
っ
て
る
薬
物
中
毒
っ
ぽ
い
人
も
た
く
さ
ん
い
る
し
、
吐
こ
う
と
し
て
立

ち
止
ま
っ
て
じ
っ
と
し
て
る
人
も
い
る
し
、
座
り
込
ん
で
た
む
ろ
し
て
怪
し
い
ビ
ン
を
持
っ
て
る
人
も
い

る
し
、
な
に
よ
り
も
異
臭
が
す
ご
い
。
お
し
っ
こ
臭
さ
を
キ
ツ
く
し
て
化
学
的
な
何
か
を
ま
ぶ
し
た
よ
う

な
匂
い
。
人
は
い
る
け
ど
人
通
り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
治
安
の
悪
さ
が
西
成
と
か
新
宿
の
比
じ
ゃ
な
い
。

そ
の
道
を
歩
い
て
た
ら
知
ら
ん
お
っ
ち
ゃ
ん
に
リ
ュ
ッ
ク
の
チ
ャ
ッ
ク
も
開
け
ら
れ
た
し
。
目
が
あ
っ
た

瞬
間
に
逃
げ
て
い
っ
た
け
ど
。（
そ
の
つ
も
り
で
貴
重
品
は
入
れ
て
な
か
っ
た
。）
ナ
イ
フ
で
後
ろ
か
ら
刺

さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
な
あ
と
思
っ
た
。
そ
こ
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

劇
場
着
い
て
稽
古
終
わ
っ
て
か
ら
、
ま

だ
早
い
時
間
な
の
で
散
歩
す
る
こ
と
に

し
た
。
昼
休
み
に
ス
タ
ッ
フ
と
話
し
て

て
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ラ
バ
ッ
へ
と
い
う
と

こ
ろ
が
烏
丸
御
池
み
た
い
だ
よ
と
言
わ

れ
た
の
で
、そ
こ
に
行
く
こ
と
に
し
た
。

コ
ン
ス
タ
ブ
ラ
バ
ッ
ヘ
と
い
う
と

こ
ろ
に
行
く
途
中
に
レ
ー
マ
ー
広

場
と
い
う
場
所
が
あ
っ
た
。
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
の
観
光
地
の
中
で
も

有
名
ら
し
い
。
な
ん
か
僕
の
思
う

ザ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
感
じ

だ
っ
た
。

着
い
た
ば
か
り
で
な
ん
も
分
か
ら
ん
の
で
近
く
の
ベ
ト
ナ
ム
料
理
屋
で
ご
飯
食
べ
た
。

帰
り
道
に
キ
オ
ス
ク
と
い
う
コ
ン
ビ
ニ
的
な
場
所
で
ビ
ー
ル
を
買
っ
た
。
店
員
の
人

は
レ
ジ
を
打
つ
時
以
外
ス
マ
ホ
弄
っ
た
り
本
読
ん
だ
り
め
っ
ち
ゃ
マ
イ
ペ
ー
ス
に
過

ご
し
て
た
。
こ
う
い
う
雰
囲
気
の
方
が
僕
は
楽
や
な
。
日
本
の
コ
ン
ビ
ニ
も
こ
う
い

う
風
に
な
れ
ば
え
え
な
ぁ
と
思
っ
た
。ホ
テ
ル
に
帰
っ
て
ビ
ー
ル
を
冷
や
そ
う
と
思
っ

た
け
ど
冷
蔵
庫
が
な
か
っ
た
。
冷
や
さ
ず
常
温
で
ビ
ー
ル
飲
ん
だ
け
ど
美
味
し
か
っ
た
。

さ
す
が
ド
イ
ツ
。

道
中
で
見
か
け
る
建
物
が
、
京
都
で
よ
く
見
る

明
治
時
代
や
昭
和
初
期
の
モ
ダ
ン
建
築
に
似
て

い
る
な
ぁ
と
思
っ
た
。
明
治
時
代
に
日
本
は

ド
イ
ツ
を
参
考
に
し
て
憲
法
を
作
っ
た
り
建
物

を
建
て
た
り
し
て
た
ん
だ
な
ぁ
と
い
う
事
を
肌

身
で
感
じ
た
。
ド
イ
ツ
に
来
て
、
日
本
は
ド
イ

ツ
の
影
響
を
受
け
て
憧
れ
て
育
っ
て
き
た
ん
だ

な
ぁ
と
い
う
事
を
感
じ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

コ
ン
ス
タ
ブ
ラ
バ
ッ
へ
は
烏
丸
御

池
そ
の
ま
ん
ま
だ
っ
た
。
京
都
の

四
条
み
た
い
な
ど
こ
に
で
も
あ
る

街
だ
っ
た
。

ド
イ
ツ
料
理
の
店
で
ビ
ー
ル
と
ソ
ー
セ
ー
ジ

食
べ
た
。
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
味
が
薄
く
て
そ
ん

な
に
美
味
し
く
な
か
っ
た
け
ど
、
一
緒
に

つ
い
て
た
ポ
テ
ト
を
潰
し
た
や
つ
は
美
味
し

か
っ
た
し
ビ
ー
ル
も
う
ま
か
っ
た
。

　
三
日
目　
７
月
５
日

18
時
ご
ろ
に
作
品
の
稽
古
が
終
わ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
日
照
時
間
は
と

て
も
長
い
。
こ
の
時
間
で
も
日
本
で
い
う
15
時
ご
ろ
の
明
る
さ
だ
し
、

21
時
ご
ろ
に
夕
方
の
明
る
さ
に
な
っ
て
23
時
ご
ろ
に
よ
う
や
く
暗
く

な
る
。
海
外
の
夜
は
危
な
い
か
ら
出
歩
く
な
と
聞
く
け
ど
、
ド
イ
ツ

に
関
し
て
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
か
。
で
も
二
日
前
に
中
央
駅
を
歩
い

た
時
も
20
時
ご
ろ
だ
っ
た
し
と
て
も
明
る
か
っ
た
け
ど
、
治
安
が
悪

か
っ
た
な
。

そ
う
い
え
ば
ド
イ
ツ
の
人
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
タ
バ
コ
を
吸
う
。
僕
の

勝
手
な
印
象
か
も
し
れ
へ
ん
け
ど
。
治
安
が
そ
ん
な
に
悪
く
な
い
所

で
も
吸
い
殻
が
け
っ
こ
う
落
ち
て
る
し
、
色
ん
な
と
こ
ろ
に
喫
煙
所

が
あ
る
。
歩
き
タ
バ
コ
し
て
る
人
も
け
っ
こ
う
い
る
。
タ
バ
コ
一
本

く
れ
や
、
っ
て
い
う
や
り
取
り
を
目
撃
し
て
な
ん
か
よ
か
っ
た
。

昨
日
と
は
別
の
店
で
ソ
ー
セ
ー
ジ
食
べ
た
。

そ
こ
の
店
員
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
親
切
で
、

料
理
も
安
く
て
め
っ
ち
ゃ
美
味
し
く
て
、

い
い
店
を
見
つ
け
た
な
と
思
っ
た
。
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
名
物
の
ア
ッ
プ
ル
ワ
イ
ン
を

飲
ん
だ
。
め
ち
ゃ
お
い
し
か
っ
た
。

　
四
日
目　
７
月
６
日

今
日
は
オ
フ
の
日
な
の
で
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
で
も
行
こ
う
か
と
思
っ
た
け
ど
、
起
き
た
ら
13
時
ご

ろ
だ
っ
た
の
で
心
が
折
れ
て
あ
き
ら
め
た
。
と
り
あ
え
ず
近
く
の
ど
こ
か
に
行
く
こ
と
に
し
た
。

月
曜
日
は
美
術
館
な
ど
は
閉
館
し
て
る
ら
し
い
の
で
、
今
日
の
う
ち
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
ド
イ

ツ
映
画
博
物
館
と
い
う
の
が
な
ん
と
な
く
気
に
な
っ
た
の
で
行
く
こ
と
に
し
た
。

目
の
錯
覚
に
つ
い
て
の
展
示
、
画
像
が
動
い
て
見
え
る
原
理
、
映
画
の
三
つ
の
エ
リ
ア
に
分
か
れ

て
い
た
。
円
盤
上
の
歪
ん
だ
画
像
の
真
ん
中
に
円
筒
状
の
鏡
が
あ
っ
て
、
鏡
に
は
歪
む
前
の
画
像

が
見
え
る
っ
て
ヤ
ツ
。
グ
ラ
ス
を
覗
き
込
む
と
立
体
に
見
え
る
ヤ
ツ
。
な
ど
静
止
画
の
錯
覚
か
ら

始
ま
り
、
パ
ラ
パ
ラ
漫
画
と
か
、
画
像
が
素
早
く
動
く
と
動
画
に
見
え
る
錯
覚
。
初
期
の
映
画
。

ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
と
か
現
代
の
映
画
に
関
す
る
展
示
な
ど
が
あ
っ
て
、
思
っ
た
よ
り
楽
し
か
っ
た
。

け
ど
す
ぐ
飽
き
た
の
で
長
居
は
し
な
か
っ
た
。

暇
で
行
き
た
い
と
こ
ろ
も
な
い
し
劇
場
で
公
演
を
見
る

こ
と
に
し
た
。
海
外
で
観
劇
す
る
の
が
初
め
て
な
の
で
、

こ
れ
が
ド
イ
ツ
の
劇
場
か
ぁ
と
少
し
感
動
し
た
。ロ
ビ
ー

の
方
で
プ
レ
ッ
ツ
ェ
ル
と
酒
が
売
ら
れ
て
た
。

こ
れ
が
ド
イ
ツ
。

観
客
が
す
ご
い
興
味
深
か
っ
た
。
プ
レ
ッ
ツ
ェ
ル
を
か

じ
り
つ
き
な
が
ら
観
て
る
人
や
、
サ
ン
グ
ラ
ス
の
端
っ

こ
の
方
を
舐
め
た
り
噛
ん
だ
り
し
な
が
ら
深
く
考
え
込

ん
で
る
の
か
退
屈
な
の
か
分
か
ら
な
い
表
情
で
観
て
る

人
が
い
た
り
、
酒
を
飲
み
な
が
ら
観
て
る
人
が
い
た
り
。

物
を
食
べ
な
が
ら
と
か
、
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
お
互
い

あ
ま
り
気
を
つ
か
わ
ず
に
気
軽
に
観
劇
で
き
る
環
境
っ

て
い
い
な
と
思
っ
た
。
日
本
の
劇
場
も
こ
ん
な
雰
囲
気

に
な
れ
ば
い
い
の
に
な
ぁ
。

昨
日
と
同
じ
店
で
カ
リ
ー
ソ
ー

セ
ー
ジ
食
っ
た
。
お
い
し
か
っ
た
。 　

五
日
目　
７
月
７
日

ギ
リ
シ
ャ
料
理
の
店
と
い
う
の
が
気
に
な
っ
た
の
で
、

稽
古
が
終
わ
っ
て
か
ら
食
べ
に
行
っ
た
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
の
中
に
そ
の
店
が
あ
っ
た
。
味
は
、
う
ん
、

普
通
だ
っ
た
…
日
本
で
も
食
べ
れ
そ
う
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
の
中
に
フ
ィ
ギ
ュ
ア
と
か
ア
ニ
メ
関
係
の

グ
ッ
ズ
が
売
ら
れ
て
る
店
が
あ
っ
た
。
ア
ニ
メ
イ
ト
的

な
。
色
ん
な
ア
ニ
メ
や
漫
画
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
と
か
ポ
ス

タ
ー
と
か
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
が
飾
ら
れ
て
い
た
。

呪
術
廻
戦
や
進
撃
の
巨
人
や
ナ
ル
ト
な
ど
、
ど
れ
も
日

本
の
漫
画
ば
か
り
で
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
日
本
は
も
う
衰

退
し
た
と
思
っ
て
た
け
ど
ま
だ
ま
だ
影
響
力
を
持
っ
て

る
ん
だ
な
ぁ
。
海
外
で
日
本
の
漫
画
と
か
が
人
気
な
の

は
本
当
な
ん
だ
な
ぁ
と
肌
身
で
感
じ
た
。

地
下
鉄
の
中
で
自
撮
り
の
動
画
撮
っ
て
め
っ

ち
ゃ
騒
い
で
る
酔
っ
払
い
グ
ル
ー
プ
が
い
た
。

日
本
や
と
、
こ
う
い
う
場
所
で
は
静
か
に
し
な

い
と
い
け
な
い
っ
て
な
る
け
ど
、
ド
イ
ツ
で
は

な
ん
で
も
あ
り
や
な
。
他
の
乗
客
の
人
も
気
に

し
て
な
い
様
子
だ
っ
た
。ド

イ
ツ
の
地
下
鉄
は
駅
の
改
札
が
な
い
。

切
符
売
り
場
は
あ
る
。
定
期
的
に
車
掌

の
人
が
電
車
の
中
を
見
回
り
に
来
て
、

切
符
を
持
っ
て
な
い
事
が
バ
レ
た
ら
罰

金
を
取
ら
れ
る
ら
し
い
。
僕
は
ほ
ぼ
毎

日
地
下
鉄
に
乗
っ
て
い
た
け
ど
、
車
掌

の
見
回
り
に
遭
遇
し
た
事
は
な
か
っ
た
。

犬
を
連
れ
て
る
人
や
、
自
転
車
を
乗
り

入
れ
て
る
人
も
い
て
、
本
当
に
な
ん
で

も
あ
り
な
雰
囲
気
だ
っ
た
。



　
六
日
目　
７
月
９
日

稽
古
終
わ
り
に
リ
ッ
プ
ヒ
ェ
ン
と
い
う
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
名
物
を
食
べ
た
。
豚
肉
を
焼
い
た
料
理
だ
。
ア
ッ
プ

ル
ワ
イ
ン
も
飲
ん
だ
。
京
都
に
帰
り
て
ぇ
。

朝
起
き
て
新
幹
線
に
乗
る
。
周
り
が
日
本
人
だ
ら
け
な
こ
と
に

ち
ょ
っ
と
安
心
感
と
驚
き
が
あ
っ
た
。
日
本
は
島
国
で
特
殊
な
環

境
な
ん
だ
な
と
再
発
見
し
た
。
接
客
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
か
し
て
て
、

日
本
語
が
話
せ
な
い
お
客
さ
ん
が
来
た
時
に
少
し
動
揺
し
た
り
、

ち
ょ
っ
と
面
倒
く
さ
い
な
っ
て
思
っ
て
し
ま
う
自
分
が
い
る
。

そ
れ
っ
て
良
く
な
い
事
な
ん
や
け
ど
。

ド
イ
ツ
は
そ
う
い
う
雰
囲
気
が
無
か
っ
た
。
僕
は
英
語
が
あ
ま
り

話
せ
な
い
け
ど
、
向
こ
う
の
人
は
意
志
を
汲
み
取
ろ
う
と
し
て
く

れ
る
。
色
ん
な
国
籍
の
人
が
住
ん
で
る
町
っ
て
い
う
の
も
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
し
、
出
会
っ
た
人
が
た
ま
た
ま
親
切
だ
っ
た
だ
け

か
も
し
れ
な
い
け
ど
。
こ
れ
か
ら
先
、
コ
ロ
ナ
と
か
が
落
ち
着
い

て
海
外
の
人
と
接
す
る
機
会
も
何
か
と
増
え
る
だ
ろ
う
し
、
言
葉

が
通
じ
な
か
っ
た
と
し
て
も
ち
ゃ
ん
と
関
わ
ろ
う
と
い
う
意
志
を

持
と
う
と
思
っ
た
。

　
七
日
目　
７
月
10
日

今
日
は
オ
フ
の
日
な
の
で
劇
場
に
公
演
を
観
に
行
っ
た
。
こ
の
日
の
夜
に
観
た
作
品
が
か
な

り
印
象
的
だ
っ
た
。
一
番
最
後
に
政
治
家
役
の
人
が
演
説
す
る
シ
ー
ン
が
あ
っ
て
、
最
初
は

い
い
事
言
っ
て
る
ん
だ
け
ど
、
喋
っ
て
る
う
ち
に
内
容
が
段
々
と
独
裁
じ
み
て
き
て
、
ヒ

ト
ラ
ー
を
彷
彿
と
さ
せ
る
身
振
り
に
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
に
対
す
る
観
客
の
反
応
が
興
味
深

か
っ
た
。
紙
を
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
し
て
舞
台
に
投
げ
た
り
、
肩
を
組
ん
で
歌
を
歌
い
出
し
た

り
、
中
指
を
突
き
立
て
て
席
を
立
っ
た
り
、
何
か
し
ら
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
人
が
多
く

て
、
劇
場
内
が
デ
モ
活
動
の
よ
う
な
異
様
な
空
気
に
な
っ
て
い
た
。
現
代
の
日
本
の
劇
場
で

は
こ
ん
な
こ
と
絶
対
に
起
き
な
い
か
ら
衝
撃
的
だ
っ
た
。
政
治
に
参
加
す
る
事
と
劇
場
の
座

席
に
座
っ
て
観
劇
す
る
事
が
、
向
こ
う
の
人
々
に
と
っ
て
イ
コ
ー
ル
な
ん
だ
と
思
っ
た
。

　
八
日
目　
７
月
11
日

今
日
が
小
屋
入
り
初
日
。

劇
場
に
入
っ
て
楽
屋
で
ボ
ー
っ
と
し
て
る
と
、
劇
場
の
衣
装
担
当
の
人
が

挨
拶
し
に
き
た
。
不
意
打
ち
だ
っ
た
の
で
ビ
ッ
ク
リ
し
た
し
、
そ
ん
な
役

職
が
あ
る
の
も
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
毎
日
衣
装
を
洗
っ
て
く
だ
さ
る
ら
し
い
。

あ
り
が
た
す
ぎ
る
。
こ
の
劇
場
に
は
大
道
具
や
小
道
具
専
門
の
ス
タ
ッ
フ

も
い
て
、
そ
う
い
っ
た
類
の
物
を
作
る
専
門
の
工
房
も
あ
る
ら
し
い
。
僕

が
出
演
す
る
今
回
の
作
品
は
人
形
を
扱
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
と
て
も
繊

細
で
稽
古
中
に
不
備
が
起
こ
る
事
も
あ
る
の
で
、
劇
場
の
人
に
調
整
を
手

伝
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
た
。
や
っ
ぱ
り
ド
イ
ツ
の
劇
場
は
す
ご
い

な
ぁ
と
思
っ
た
け
ど
、
こ
こ
の
劇
場
が
特
別
ら
し
い
。
ど
こ
に
も
工
房
が

あ
っ
た
り
、
ど
こ
の
ス
タ
ッ
フ
も
親
切
と
い
う
わ
け
で
は
無
い
ら
し
い
。

　
九
日
目　
７
月
12
日

　
十
日
目　
７
月
13
日

劇
場
で
の
リ
ハ
で
忙
し
か
っ
た
。

　
十
二
日
目　
７
月
15
日

公
演
二
日
目
。
上
演
が
夕
方
ご
ろ
か
ら
な
の
で
、
劇
場
入
り
ま
で
微
妙

に
時
間
が
あ
る
か
ら
落
ち
着
か
な
い
。
今
日
は
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て

る
蚤
の
市
が
近
く
に
あ
る
み
た
い
な
の
で
、
行
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

出
品
し
て
る
人
に
よ
っ
て
商
品
の
質
が
違
い
す
ぎ
て
興
味
深
か
っ
た
。

ボ
ロ
ボ
ロ
の
コ
ー
ド
と
か
壊
れ
た
ラ
ジ
カ
セ
と
か
使
い
か
け
の
化
粧
品

と
か
売
れ
る
の
か
分
か
ら
へ
ん
よ
う
な
の
を
出
品
し
て
る
人
が
何
人
も

い
た
。
デ
コ
ら
れ
た
カ
メ
ラ
と
かiPod

と
か
そ
う
い
う
類
の
盗
難
品
っ

ぽ
い
香
り
が
す
る
物
を
売
っ
て
る
人
も
い
て
少
し
怖
か
っ
た
。
腕
時
計

や
骨
董
品
や
貨
幣
を
売
っ
て
る
人
も
い
た
し
、
色
ん
な
人
の
色
ん
な
国

籍
の
手
紙
を
売
っ
て
る
人
も
い
た
（
ど
こ
で
手
に
入
れ
た
ん
や
？
需
要

は
あ
る
ん
か
？
）日
本
に
も
蚤
の
市
は
あ
る
け
ど
、商
品
の
幅
が
広
く
て
、

こ
の
混
沌
と
し
た
感
じ
は
こ
こ
な
ら
で
は
や
な
と
思
っ
た
。
木
彫
り
の

牛
の
操
り
人
形
み
た
い
な
の
が
妙
に
可
愛
い
く
て
気
に
な
っ
て
買
っ
て

し
ま
っ
た
。
40
ユ
ー
ロ
だ
っ
た
。Very old It’s an antique

っ
て
そ

こ
の
人
が
言
っ
て
は
っ
た
。
嘘
や
ろ
と
思
っ
た
し
値
切
る
事
も
で
き
た

け
ど
、
め
っ
ち
ゃ
可
愛
い
し
え
え
か
と
思
っ
て
、
そ
の
値
段
で
買
っ
た
。

作
る
の
に
手
が
混
ん
で
そ
う
だ
し
ワ
ン
チ
ャ
ン
そ
ん
な
け
の
価
値
あ
る

か
も
し
れ
ん
。

　
十
一
日
目　
７
月
14
日

今
日
が
公
演
初
日
。
21
時
か
ら
本
番
。
夜
公
演
な
の
で
劇
場
入
り
ま
で

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
時
間
が
あ
る
。
こ
ん
な
時
間
に
公
演
す
る
の
は
初
め
て

で
落
ち
着
か
な
い
か
ら
、
出
か
け
る
こ
と
に
し
た
。

ド
イ
ツ
の
公
園
に
行
っ
た
後
、
古
着
屋
を
フ
ラ
フ
ラ
と
見
て
回
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
公
園
に
行
っ
た
感
想
は
な
ん
も
な
い
。
日
本
の
希
望
ヶ
丘
っ

て
公
園
と
雰
囲
気
似
て
た
。
町
の
中
に
こ
う
い
う
広
く
て
自
然
が
あ
る

憩
い
の
場
所
が
あ
る
の
は
良
い
こ
と
だ
な
ぁ
。
古
着
屋
も
あ
ま
り
日
本

と
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
安
か
っ
た
り
す
る
か
な
ぁ
と
思
っ
た

け
ど
、
む
し
ろ
ち
ょ
っ
と
高
か
っ
た
。
す
ご
い
変
わ
っ
た
服
と
か
あ
る

と
思
っ
た
ん
や
け
ど
な
ぁ
。
ベ
ル
リ
ン
と
か
行
け
ば
も
っ
と
良
い
店
あ

る
ん
か
な
。
そ
れ
と
も
京
都
の
古
着
が
充
実
し
て
い
る
の
か
…
…
…

カ
ン
ト
通
り
ヘ
ー
ゲ
ル
通
り
と
い
う
道
が
あ
っ
て
ち
ょ
っ
と
興
奮
し
た
。

劇
場
に
行
っ
て
公
演
の
準
備
し
て
た
ら
劇
場
ス
タ
ッ
フ
の
人
達
に

お
菓
子
も
ら
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
は
公
演
の
初
日
が
一
番
お
め
で
た
い

日
ら
し
く
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
菓
子
と
か
を
送
り
合
う
習
慣
が
あ

る
ら
し
い
。
全
然
知
ら
ん
か
っ
た
。

初
日
の
公
演
が
問
題
な
く
終
演
し
た
。
楽
屋
に
戻
る
と
外
で

人
が
話
し
て
る
声
が
め
っ
ち
ゃ
聞
こ
え
る
。
楽
屋
の
窓
の
外

に
は
ベ
ン
チ
と
広
場
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
い
る
人
達
の
声
み

た
い
だ
。
ほ
ぼ
毎
日
そ
こ
を
通
っ
て
た
ん
だ
け
ど
、
曜
日
関

係
な
く
誰
か
が
い
つ
も
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
議
論
を
交
わ
し
て

い
た
。
何
か
の
公
演
が
あ
る
時
は
た
く
さ
ん
人
が
い
て
、
作

品
の
感
想
や
意
見
を
熱
心
に
語
り
合
っ
て
い
た
。
僕
達
の
出

演
し
て
る
作
品
も
ド
イ
ツ
の
土
地
で
熱
心
に
意
見
が
交
わ
さ

れ
て
い
る
ん
だ
な
と
思
う
と
少
し
誇
ら
し
か
っ
た
。
そ
の
事

を
肌
身
で
感
じ
れ
た
の
で
、
漏
れ
て
く
る
声
が
楽
屋
に
聞
こ

え
て
く
る
の
は
と
て
も
い
い
時
間
だ
っ
た
。

二
日
目
の
公
演
も
無
事
に
終
わ
っ
て
、
僕
ら
が
参
加
し
て
る
演
劇

祭
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
が
あ
る
の
で
行
く
事
に
し
た
。
僕

達
は
明
日
も
公
演
あ
る
け
ど
な
〜
。

会
場
の
ト
イ
レ
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
ト
イ
レ
し
か
な
く
て
男
女
専

用
ト
イ
レ
っ
て
の
が
な
か
っ
た
。
入
る
の
に
ち
ょ
っ
と
躊
躇
し
た
。

恥
ず
か
し
い
と
か
で
は
な
く
、
入
っ
て
異
性
の
人
に
驚
か
れ
た
り

し
な
い
か
な
と
い
う
謎
の
不
安
。
同
じ
ト
イ
レ
に
異
性
の
人
が
い

る
と
い
う
状
況
は
と
て
も
不
思
議
だ
っ
た
。
ド
イ
ツ
は
混
浴
が
当

た
り
前
ら
し
く
て
ヌ
ー
デ
ィ
ス
ト
ビ
ー
チ
も
あ
る
ら
し
い
。
あ
ま

り
詳
し
く
は
知
ら
な
い
け
ど
、Frei Koerper Kultur 

、
英
語

に
訳
す
とFree Body Culture

と
い
う
思
想
ら
し
い
。
そ
う
い

う
の
が
根
付
い
て
る
か
ら
成
立
し
て
る
部
分
も
あ
る
と
思
う
。
日

本
の
文
化
圏
や
っ
た
ら
男
女
専
用
ト
イ
レ
も
作
っ
と
い
て
欲
し

い
っ
て
思
う
や
ろ
う
な
ぁ
。

お
腹
が
め
っ
ち
ゃ
空
い
た
の
で
近
く
の
ケ
バ
ブ
屋
に
行
っ
た
。

20cm

く
ら
い
の
ヤ
ツ
だ
ろ
う
と
思
っ
て
頼
ん
だ
ら50cm

く
ら

い
の
が
来
た
。
安
く
て
美
味
し
い
け
ど
デ
カ
す
ぎ
や
。
コ
ス
パ
は

め
っ
ち
ゃ
い
い
。
半
分
く
ら
い
ホ
テ
ル
に
持
ち
帰
っ
た
。

　
十
四
日
目　
７
月
17
日

朝
起
き
て
荷
造
り
す
る
。
二
週
間
が
長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い
う

間
だ
っ
た
な
。
よ
う
や
く
日
本
に
帰
れ
る
ん
だ
と
い
う
安
心
感

を
噛
み
し
め
て
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
す
る
。
あ
と
は
帰
る
だ
け
な

ん
だ
け
ど
、
こ
こ
か
ら
が
長
か
っ
た
。
行
く
と
き
は
初
め
て
の

海
外
で
テ
ン
シ
ョ
ン
上
が
っ
て
て
飛
行
機
の
中
が
楽
し
か
っ
た

け
ど
、
帰
る
と
き
は
早
く
帰
り
た
い
気
持
ち
と
座
席
の
狭
さ
で

し
ん
ど
か
っ
た
。
夜
行
バ
ス
よ
り
も
め
っ
ち
ゃ
し
ん
ど
か
っ
た
。

無
事
に
日
本
に
着
い
た
。
真
夜
中
な
の
で
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
。

　
十
三
日
目　
７
月
16
日

公
演
三
日
目
。
朝
ご
飯
食
べ
て
劇
場
入
っ
て
、
無
事
に
全
公
演
終
え
た
。

片
付
け
し
て
劇
場
の
人
に
挨
拶
し
て
、
食
堂
で
ビ
ー
ル
飲
み
な
が
ら
全

体
の
打
ち
上
げ
ま
で
待
つ
。
瓶
ビ
ー
ル
で
瓶
ビ
ー
ル
の
栓
を
開
け
る
方

法
を
教
わ
っ
た
。
僕
は
栓
抜
き
以
外
だ
と
、
カ
ラ
ビ
ナ
で
開
け
る
事
は

出
来
る
け
ど
、
こ
の
や
り
方
は
知
ら
な
か
っ
た
。
け
っ
こ
う
難
易
度
高

い
け
ど
、
教
え
て
く
れ
た
人
は
一
瞬
で
開
け
て
い
た
。
さ
す
が
ド
イ
ツ

の
人
。
時
間
か
か
っ
た
け
ど
な
ん
と
か
僕
も
開
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

外
の
ベ
ン
チ
で
ド
イ
ツ
語
し
か
話
せ
な
い
劇
場
ス
タ
ッ
フ
の
人
と
日
本

語
し
か
話
せ
な
い
僕
で
ビ
ー
ル
飲
み
な
が
ら
話
し
た
。
お
互
い
に
拙
い

英
語
で
話
し
て
る
時
間
が
な
ん
か
よ
か
っ
た
。

ス
タ
ッ
フ
達
と
合
流
し
て
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
店
で
打
ち
上
げ
し
た
。

ド
イ
ツ
ビ
ー
ル
飲
み
な
が
ら
食
べ
る
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
め
ち
ゃ
美
味
し

か
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
は
食
べ
応
え
あ
る
な
や
っ
ぱ
り
。


